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インストール前に必ずお読みください 

 

当製品をインストールする前に、下記のソフトウェア使用許諾書を必ずお読みください。 
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I. ソフトウェア使用許諾書 

このたびは、弊社商品をご購入いただき、誠にありがとうございます。 

本風況予測ソフトウェアは、『MASCOT（注 1）』，『MASCOT SYSTEM』および『数値地図 50m ﾒｯｼｭ（標

高）（注 2）』のライセンスを取得し、株式会社水域ネットワークが商品化しました。 

弊社では、当ソフトウェア商品につきまして、下記のソフトウェア製品使用許諾契約書を設けさせていただ

いており、お客様が下記契約書にご同意いただいた場合のみソフトウェア製品をご使用いただいております。

お手数ではございますが、本ソフトウェア製品のインストール前に下記契約書を十分にお読みください。下

記契約にご同意いただけない場合には、本ソフトウェア製品を速やかに弊社までご返送ください。なお、本

ソフトウェア製品をインストールした場合には、お客様が下記契約にご同意いただいたものとさせていただ

きます。 

 

（注 1）『MASCOT（高度な風況予測プログラムおよび関連データベース）』は、東京大学橋梁研究室の研究

成果によるものです。 

（注 2）この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図 50m ﾒｯｼｭ（標高）

を使用したものです。（承認番号 平１５総使、第４３８号） 

 

II. ソフトウェア製品使用許諾契約書 

株式会社水域ネットワーク（以下、AQUANETといいます。）は、お客様に対し、本契約書とともにご提供する

ソフトウェア製品（当該商品のマニュアルを含みます。以下、「許諾プログラム」といいます。）の日本国内

における譲渡不能の非独占的使用権を下記条項に基づき許諾し、お客様は下記条項にご同意いただくものと

します。「許諾プログラム」およびその複製物に関する権利は AQUANETに帰属します。 

 

1. 使用許諾 

お客様は、「許諾プログラム」を一時に一台のコンピュータにおいてのみ使用することができます。お客

様が、同時に複数台のコンピュータで「許諾プログラム」を使用したり、また「許諾プログラム」をコン

ピュータネットワーク上の複数のコンピュータで使用する場合には、別途 AQUANET よりその使用権を取

得することが必要です。 

お客様は、「許諾プログラム」の全部または一部を再使用許諾、譲渡、頒布、貸与、その他の方法により

第三者に使用もしくは利用させることは出来ません。 

お客様は、「許諾プログラム」の全部または一部を修正、改変、リバース・エンジニアリング、逆コンパ

イルまたは逆アセンブル等することは出来ません。また第三者にこのような行為をさせてはなりません。 

 

2. 「許諾プログラム」の複製 

お客様は、バックアップのために必要な場合に限り、「許諾プログラム」中のソフトウェア・プログラム

を 1 コピーだけ複製することができます。あるいは、オリジナルをバックアップの目的で保持し、「許諾

プログラム」中のソフトウェア・プログラムをお客様がご使用のコンピュータのハードディスク等の記憶

装置 1 台のみにコピーすることができます。しかし、これら以外の場合にはいかなる方法によっても「許

諾プログラム」を複製できません。お客様には、「許諾プログラム」の複製物上に「許諾プログラム」に

表示されているものと同一の著作権表示を行っていただきます。 



3 

 

3. 保証 

① AQUANET は、お客様が「許諾プログラム」を購入した日から 90 日の間、「許諾プログラム」が格納

されているディスク（以下単に「ディスク」といいます。）に物理的な欠陥が無いことを保証します。

当該保証期間中に「ディスク」に物理的な欠陥が発見された場合には、AQUANET は、「ディスク」を

交換いたします。但し、お客様が「許諾プログラム」を AQUANET に返還すること、並びに前項によ

る「許諾プログラム」の複製物を AQUANET に引き渡すかもしくは消去したうえ消去したことを証す

る書面を AQUANET に送付することを条件とします。 

② AQUANETは「許諾プログラム」の仕様について事前の通告なしに変更することがあるものとします。

また、AQUANETはユーザーサポート、バージョンアップおよび新製品の案内など「許諾プログラム」

に関するサービスを無償、又は有償でお客様に提供いたします。 

 

4. 保証の否認・免責 

① 前項に定める場合を除き、AQUANET は「許諾プログラム」がお客様の特定の目的のために適当であ

ること、もしくは有用であること、その他「許諾プログラム」に関していかなる保証もいたしませ

ん。 

② AQUANET は「許諾プログラム」の使用に付随または関連して生ずる直接的または間接的な損失、損

害等について、いかなる場合においても一切の責任を負わず、また「許諾プログラム」の使用に起

因または関連してお客様と第三者との間に生じたいかなる紛争についても一切の責任を負いません。 

③ プロテクトユニット付「許諾プログラム」のプロテクトユニットを破損および紛失等により、納入

させていただいたプロテクトユニットと認識できない場合、プロテクトユニットの交換・再発行は

行いません。 

 

5. 輸出 

お客様は、日本政府または該当国の政府より必要な認可等を得ることなしに、一部または全部を問わず

「許諾プログラム」を、直接または間接に輸出してはなりません。 

 

6. 契約期間 

① 本契約は、お客様が「許諾プログラム」をインストールした時点で発効します。 

② お客様は、AQUANET に対して 30 日前の書面による通知をなすことにより本契約を終了させることが

できます。 

③ AQUANET は、お客様が本契約のいずれかの条項に違反した場合、直ちに本契約を終了させることが

できます。 

④ 本契約は、上記②または③により終了するまで有効に存続します。上記②または③により本契約が

終了した場合、AQUANET は「許諾プログラム」の代金をお返しいたしません。お客様は「許諾プログ

ラム」の代金を AQUANET に請求できません。 

⑤ お客様には、本契約の終了後 2 週間以内に、「許諾プログラム」およびその複製物を破棄または消去

したうえ、破棄または消去したことを証する書面を AQUANETに送付していただきます。 
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7. 一般条項 

① 本契約のいずれかの条項またはその一部が法律により無効となっても、本契約の他の部分に影響を

与えません。 

② 本契約に関わる紛争は、東京地方裁判所を管轄裁判所として解決するものとします。 

 

以上 

 

 

III. ご注意 

本書は、株式会社水域ネットワークによる、MASCOT ソフトウェア契約ユーザー様に対する情報提供を唯一

の目的とし、明示あるいは暗示であるに問わず、内容に関して一切の保証をするものではありません。 

 

Windows7/8/10 は、米 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 

 

Adobe、Adobe ロゴ、Acrobat、Photoshop および PostScript は、Adobe Systems Incorporated（アドビシ

ステムズ社）の商標です。 

※ その他すべてのブランド名および製品名は個々の所有者の登録商標もしくは商標です。 

 

本書の内容は、バージョンアップ等に伴い、予告なく変更することがございますので予めご了承ください。 

 

IV. サポート 

本製品の技術的な内容に関するお問い合わせは、下記へお願い致します。 

 株式会社 水域ネットワーク 

   URL ： http://www.aquanet21.co.jp/mascot/ 

   E-Mail ： mascot_support@aquanet21.co.jp 

   FAX ： 03-5667-6889 

   電話でのお問い合わせは受け付けておりません。 

 

※ MASCOT をご使用になる上で、以下の注意事項が御座います。 

1. MASCOT は、気流解析や風力発電など、風況解析における基本的な知識が必要になります。 

風況解析に関する情報の提供や教育に関しては一切行っておりません。 

2. MASCOT はサポート料を含んでおりません。 

不具合に関するお問い合わせに関しましては受け付けておりますが、 

業務に関わる技術的なご質問に関しては有償となります（別途見積り）。 

3. 「MASCOT Offshore」は現在リリース中の製品はベータ版であり、未実装の機能及び仕様変更と

なる機能が有ります。 

別売の風況データベースにつきましても、現在策定中です。 

未実装の機能は実装次第、無償アップデートにて対応致します。

http://www.aquanet21.co.jp/
mailto:mascot_support@aquanet21.co.jp
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第1章 Getting Started（概説） 

 

   本章では、MASCOT Offshore についての概説、MASCOT Offshore を使用するに当たっての準備等を

説明します。 
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1-5-5. ライセンス・キーが認識されない場合 .........................................................................................................1-17 
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1-1. はじめに 

 

1-1-1. MASCOT Offshoreの主要な機能について 

 

MASCOT Offshore の主要な機能を以下に示します。 

 

■ 新しい台風パラメータデータベースの実装  

気象庁ベストトラックの R15 と客観解析値を利用した台風パラメータデータベースを作成し、 洋上におけ

る台風パラメータ同定率を格段に高めることができるようになりました。 

 

■ 洋上における設計風速の作成機能の実装  

洋上における任意地点の座標を指定し、モンテカルロシミュレーションにより台風時の強風における 50 年

再現期待値を求め、さらに非台風時の強風における年最大風速のデータベースを実装することにより、混合

気候における設計風速（極値風速）の評価を可能にしました。  

 

■ 台風時の波浪シミュレーション用の時系列風速場データの作成機能の実装  

1977 年から 2012 年までの台風時の風速場を台風モデル（台風中心付近の領域）と気象モデル（外側の領

域）から求めることにより、波浪シミュレーションに利用できる高精度の風速場時系列データの作成機能を

実装しました。 

 

 

1-1-2. MASCOT Offshoreの使用について 

 

本製品を使用するには、付属のライセンス・キー（ハードウェア・プロテクト・キー）が必要です。 
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1-2. マニュアルの表記について 

 

1-2-1. メニュー・コマンド・ツールボタン等の表記 

 

メニュー名、コマンド名、ツールバーのボタン名、ウィンドウ名、ダイアログボックス名、ダイアログボックス

内の項目名は、[ ] で囲って表記しています。 

ダイアログボックス内のボタン名は＜＞で囲って表記しています。 

        例）メニューの[Edit]-[Casefile]を選択し、[Edit Casefile]ダイアログを表示します。 

          [Edit Casefile]ダイアログの、[Wind Direction]を変更し、＜OK＞を押します。 

 

1-2-2. キーの表記 

 

    キーは「 」で囲って表記しています。複数のキーを組み合わせる場合は、プラス記号（＋）で結んでいます。 

        例）「Ctrl」キーを押しながら「C」を押す → 「Ctrl + C」 

 

 

1-2-3. マウス操作の表記 

 

   ・クリック 

マウスのボタンを押して離す動作です。本マニュアルでは、左ボタンを押す動作を指します。 

   ・ダブルクリック（W クリック） 

マウスのボタンを押して離す動作を連続 2 回行います。本マニュアルでは、左ボタンを押す動作を指します。 

   ・右クリック 

マウスの右ボタンをクリックする動作です。 

   ・ドラッグ 

マウスの左ボタンをクリックしたままマウスを動かして、アイコンなどを移動させたり、選択範囲を広げたり

する動作です。 

 

 

1-2-4. その他の表記 

 

   ・ライセンス・キー 

付属のハードウェア・プロテクト・キー（USB コネクタ接続）を指します。 

 

本マニュアルでの解説画面は、Windows 8 および Windows10 スクリーンショットを使用しています。 

その他のバージョンの Windows OS で本製品をお使いになる場合、デザイン、スタートメニュー等に違いがあ

る場合があります。 

本マニュアルでは、特に配慮が必要な場合を除き、これらの差異についての記述はしていません。 
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1-2-5. ウィンドウの表記 

 

・ウィンドウ 

本製品では、MDI（Multiple Document Interface）形式を採用しており、アプリケーションウィンドウ 

（メインウィンドウ）内の複数のドキュメントウィンドウを子ウィンドウ、またはビューと表記しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

プロジェクトツリー 

グラフウィンドウ 

（子ウィンドウ） 

出力ウィンドウ 

メニューバー 

ツールバー 

ステータスバー 
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・ダイアログ 

本マニュアルでは、項目の設定など、何かの操作を行うときに、確認や動作の設定を求めてくるウィンドウ（ダ

イアログボックス）をダイアログと表記しています。 

 

 

 

 

ダイアログ 
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1-3. MASCOT Offshore におけるプロジェクトとは 

 

・1 つのプロジェクトは 1 つのフォルダ（プロジェクトフォルダ）から構成されています。 

 

・プロジェクト関係のファイルは全て、プロジェクトフォルダ内に作成・保存されます。 

 

・プロジェクトフォルダは、エクスプローラー等で任意のフォルダ（ネットワークフォルダを除く）に移動やコピ

ーを行うことが可能です。 

 

・[スタート] - [すべてのプログラム] - [MASCOT] - [MASCOT Offshore] - [MASCOT Offshore V1] を起動し、

[File]- [Create New Project…] メニューを選択すると、新たなプロジェクト用のフォルダが作成されます。 
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・既存のプロジェクトを開くには、[すべてのプログラム] - [MASCOT] - [MASCOT Offshore] - [MASCOT 

Offshore] を起動し、[File]- [Open Project] メニューを選択し、次画面を表示してプロジェクトファイルを選

択して＜開く＞をクリックします。 
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1-4. 動作環境 

 

   動作環境 

ＯＳ Windows8.1 以降（64bit）(※1) 

（他のＯＳは動作保証外です） 

ＣＰＵ 1GHz 以上 

メモリ 2GB 以上 

（解析メッシュ数により異なります） 

ハードディスク 2GB 以上の空き容量(※2) 

ディスプレイ 解像度 1024×768 以上 

その他 CD-ROM ドライブ 

USB コネクタ（タイプＡ）×1 （プロテクトキー接続に必須） 

 

 

   推奨環境 

ＯＳ Windows8.1 以降（64bit）(※1) 

ＣＰＵ 3GHz 以上( 

メモリ 8GB 以上（4GB の空き）(※3) 

ハードディスク 100GB 以上の空き容量 

グラフィック 解像度 1024×768 以上 

その他 CD-ROM ドライブ 

USB コネクタ（タイプ A）×1（プロテクトキー接続に必須） 

 

(※1) Windows 10 は OS が自動更新・再起動を行うことが御座いますのでご注意下さい。 

 マイクロソフト社がサポート対象としている OS に限ります。 

(※2) インストールに必要な容量です。データ用に別途必要です。 

(※3)4GB の空きで、500～550 万メッシュ程度の解析が可能です。 
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1-5. インストールとアンインストール 

 

1-5-1. インストールの前に 

 

＜インストールに関するご注意＞ 

・ MASCOT インストールは、必ず「Administrator」または「管理者」権限で行って下さい。 

 

・ MASCOT Offshore は出荷時期により 2 種類のライセンスキーが有り、それぞれインストール方法が異なります。 

 

 

種類 キーイメージ 裏面 インストール方法 

緑
の
キ
ー 

 

「Sentinel MAX DL」 

CD をドライブに挿入しますと、アプリケーションのインストー

ルが開始します。 

1-5-6. アプリケーションのインストール（p.1-19）に進む。 

※ライセンス・キー・ドライバのインストールは不要です。 

グ
レ
ー
の
キ
ー 

 

「SafeNet Sentinel」 
セットアップのタイトル画面が表示されます。 

1-5-2. インストールの概要（p.1-10）に進む。 
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1-5-2. インストールの概要 

 

 

1. パソコンの電源を入れ、Windows を起動します。 

 

2. CD-ROM ドライブに、「MASCOT Disk1」の CD を入れます。 

自動的にセットアップのタイトル画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※CD を入れてもセットアップ画面が表示されない 

  CD-ROM ドライブの自動起動が OFF になっていると、CD を入れてもセットアップが開始さ 

れません。その場合は、以下の 2 通りのうち、どちらかを行って下さい。 

 

(A) CD-ROM ドライブを右クリックにより、表示されるメニューを選択 

 1.デスクトップ上の[マイコンピュータ]をダブルクリックします。 

 2. CD-ROM ドライブを右クリックします。 

  「MASCOT」の CD を入れると、CD-ROM ドライブは「MASCOT」と表示されます。 

 3.ポップアップメニューから、[Install(I)…]を選択します。 

 

(B) セットアップランチャー(EXE)をダブルクリック 

 1. デスクトップ上の[マイコンピュータ]をダブルクリックします。 

 2. CD-ROM ドライブをダブルクリックします。 

 3. セットアップランチャー（MASCOTSetup.exe）をダブルクリックする。 

 

3. タイトルメニューより、＜Install license key＞を選択し、プロテクト・キー・ドライバをインストール

します。 

 

※インストール手順は、1-5-3. ライセンス・キー・ドライバのインストールを参照 
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4. タイトルメニューより、＜Install MASCOT＞を選択し、「MASCOT」アプリケーション本体をインスト

ールします。 

 

※インストール手順は、1-5-6. アプリケーションのインストールを参照 

 

5. 必要に応じ、＜MASCOT License Publishing Tool＞を選択し、追加で導入していただいたモジュールを

所有されているライセンス・キー（USB キー）でお使いいただけるようにライセンス内容を書き換えま

す。 

 

6. 以上で、インストールは完了です。 
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1-5-3. ライセンス・キー・ドライバのインストール 

 

1. セットアップランチャーのタイトルメニューより、＜Install license key＞を押すと、ドライバのインス

トールウィザードが起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜Next＞をクリックします。 

②＜Next＞をクリックします。 

①  [I accept the terms in the 

license 

  agreement]を選択します。 
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3.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.  

  

① [Complete]を選択します。 

②＜Next＞をクリックします。 

＜Install＞をクリックします。 
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5.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ＜Finish＞を押した後、Windows の再起動を促すメッセージが表示された場合は、メッセージに従

い再起動を行って下さい。 

＜Finish＞をクリックします。 
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6. ライセンス・キーを USB コネクタに接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  以上でライセンス・キー・ドライバのインストールは完了です。 

Windows がライセンス・キーの認識を 

自動的に行います。 
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1-5-4. ライセンス・キーをインストール前に接続した場合 

 

  Windows がライセンス・キーの接続を認識して、ドライバのインストール画面が表示されます。 

ここでは＜キャンセル＞をクリックして、 

ハードウェアの検出ウィザードを終了させます。 
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1-5-5. ライセンス・キーが認識されない場合 

 

一般的に、ライセンス・キーのドライバが誤認識している場合が考えられます。 

この場合は、次の手順で誤認識したドライバを削除し、再起動することによって解消できます。 

 

ライセンス・キーを PC に接続します。 

1. [デバイスマネージャ]を起動します。 

2. [その他のデバイス]項目に、アイコンに黄色い"!"記号の付いた[USB Token]が表示されていますので、

そのアイコンを右クリックし、"削除"します（下図を参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. ライセンス・キーを PC から取り外し、PC を再起動します。 

4. PC が起動しましたら、[Administrator]権限を持つユーザー名で、ログインします。 

5. ライセンス・キーを PC に接続します。正しいドライバのインストールを開始しますので、ウィンドウの

指示に従い、進めて下さい。 

6. 終りましたら、再度[デバイスマネージャ]を起動し、ドライバが正しく認識されたかを確認します。次図

のようにドライバが組み込まれていましたら、正常です。 
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確認 
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1-5-6. アプリケーションのインストール 

 

1. セットアップランチャーのタイトルメニューより、＜Install MASCOT＞を押すと、「MASCOT」アプリ

ケーション本体のインストールウィザードが起動します。 

 

 

2.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜次へ＞をクリックします。 
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4.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

②＜次へ＞をクリックします。 

① [使用許諾契約の条項に同意します(A)]

を選択します。 

＜次へ＞をクリックします。 
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6.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜インストール＞をクリックします。 
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8.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9. インストールが正常終了しますと、Windows の[スタート]メニューの[プログラム]に 

[MASCOT]という名前のメニューが作成されます。 

 

 

 

※本インストーラは.NET 2.0 Framework を利用しています。 

インストールを行う PC に.NET Framework がインストールされていない場合、インストールを促すメッセージが

表示さます。 

本メッセージが表示されましたら、インストーラの指示に従いインストールを行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  以上でアプリケーションのインストールは完了です。 

 

＜完了＞をクリックします。 
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1-5-7. アンインストール 

 

＜アプリケーションのアンインストール＞ 

 

1. Windows の[スタート]メニューの[設定]から、[コントロールパネル]を開きます。 

 

2. [プログラムのアンインストール]を選択します。 

 

3. 表示されたダイアログのリストから、[MASCOT Offshore]を選択し、＜アンインストール＞を押します。  

 

 

4. 削除の確認を問い合わせてきますので、＜はい＞を押します。 

 

 

5. アンインストールが開始されます。 

 

6. アンインストールが終了すると、終了したことを告げるメッセージが表示されますので、＜OK＞を選択し

て、アンインストールを完了します。 
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＜ライセンス・キー・ドライバのアンインストール＞ 

 

1. Windows の[スタート]メニューの[設定]から、[コントロールパネル]を開きます。 

 

2. [アプリケーションの追加と削除]を選択します。 

 

3. 表示されたダイアログのリストから、[Sentinel System Driver InstrallerX.X.X]を選択し、＜アンインス

トール＞を押します。  

 

 

4. 削除の確認を問い合わせてきますので、＜はい＞を押します。 

 

5. アンインストールが開始されます。 

 

6. アンインストールが終了すると、終了したことを告げるメッセージが表示されますので、＜OK＞を選択し

て、アンインストールを完了します。 
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1-6. アプリケーションの起動と終了 

 

1-6-1. 起動 

 

1. USB・ライセンス・キーを、USB コネクタに接続します。 

 

2. Windows の[スタート]メニューより、[すべてのプログラム]-[MASCOT]-[MASCOT Offshore]-[MASCOT 

Offshore V1]のメニュー画面より、MASCOT Offshore を起動します（下記の流れ図を参照）。 

 

  

 

 

 

 

 

1-6-2. 終了 

 

MASCOT Offshore の[File]-[Exit]メニューを選択、もしくはウィンドウの    ボタンをクリックすること

により、MASCOT Offshore を終了します。 
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第2章 Quick Start Tutorial（解析手順） 

 

本章では、MASCOT Offshore の基本的な使い方を理解するために、簡単な例を用いて説明します。 

 

第 2 章 Quick Start Tutorial（解析手順） ...........................................................................................................................2-1 

2-1. 例題の解説 .................................................................................................................................................................2-2 

2-2. MASCOT Offshore の起動 .........................................................................................................................................2-3 

 プロジェクトの作成 ...........................................................................................................................................2-4 

 台風データベース情報の登録 .............................................................................................................................2-6 

 解析地点毎の風速比等の登録 .............................................................................................................................2-8 

2-3. 「年最大風速の再現期待値」および「風向特性を考慮した平均風速の地形による割増係数」の解析算定 ............. 2-11 

 計算条件の設定 ................................................................................................................................................. 2-11 

 解析の実行 ........................................................................................................................................................2-13 

 解析結果の表示 .................................................................................................................................................2-14 

2-4. 台風と季節風の混合気候における極値風速および風況の評価 ................................................................................2-17 

 計算条件の設定 .................................................................................................................................................2-17 

 解析の実行 ........................................................................................................................................................2-23 

 解析結果の表示 .................................................................................................................................................2-24 

2-5. 季節風パラメータの抽出ツール ...............................................................................................................................2-33 

 2 地点間風向別風速比データの作成 ..................................................................................................................2-33 

 AMeDAS データから指定地点の時系列データを作成 ......................................................................................2-36 

 アメダス時系列データの風車建設地点への変換 ...............................................................................................2-38 

 年最大風速の抽出 .............................................................................................................................................2-42 

 台風と季節風による混合気候における年最大風速の再現期待値を算定 ...........................................................2-44 
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2-1. 例題の解説 

 

MASCOT Offshore は以下 4 つの機能を有します。 

• 洋上における新しい台風パラメータのデータベース 

• 台風と季節風の混合気候における極値風速の評価機能（※） 

• 台風と季節風の混合気候における風況の評価機能 

• 洋上極値風速、年平均風速、発電量等のマップ作成機能（未実装） 

• 設計に必要な 1 年再現期間の値、評価時間 1 時間の値への変換機能（未実装） 

※風況データベース（別売）は策定中であります為、季節風パラメータは手動設定となります。 

 

MASCOT Offshore による算定手順は下図に示す千葉県銚子半島沖にハブ高さ 100.0m の風車を建設することを想定して

います。 

例題におけるプロジェクト名は、”tutorial Offshore”とし、プロジェクトの作成場所はサンプルデータのインストール先で

あるマイドキュメント内とします。 

  ※ マイドキュメントは PC 環境により異なりますので、本マニュアルでは「 ●●● 」と表します。  

 

 

 

図 2-1 割増係数算定の例題地点 

  

算定地点 
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2-2. MASCOT Offshore の起動 

 

1. Windows の[スタート]メニューより、[MASCOT Offshore V1] を選択し、MASCOT Offshore を起動します。 
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プロジェクトの作成 

 

1. [File]メニューから[Create New Project…   Ctrl+N]を選択します。 

 

 

2. 表示されたダイアログで、[Folder list]からプロジェクトを作成するフォルダを選択します。[Project name]にプ

ロジェクト名を入力してします。 

 

 

3. 次に、＜Create＞を押し、プロジェクトを作成します。 

 

   作成されたフォルダ  ：●●●¥ tutorial_Offshore¥ 

   プロジェクトファイル ：tutorial_Offshore.mof 
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4. 次回、プロジェクトを開く際には MASCOT Offshore を起動し、[File]-[Open Project...  Ctrl+O]を選択し、次画

面を表示してプロジェクトファイル（例：tutorial_Offshore.mof）を選択して＜開く(O)＞をクリックします。 
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台風データベース情報の登録 

1. [Tool]-[Typhoon database…]メニューを選択します。 

 

 

2. 表示された[Typhoon Database]ダイアログの各項目を設定します。 

 

または 

 

 

[Database directory]  ：台風データベースの保存されているフォルダを指定します。 

PC のシステムが C ドライブの場合、通常は以下のフォルダ[TDB]を指定します。 

C:¥Program Files¥MASCOT¥MASCOT Offshore V1¥TDB¥ 

[Kind of database]  ：解析に用いる台風データベースの種類を指定します。 

通常、陸上であれば“RDSCt”を、洋上であれば“R-15”を選択します。 

[Period of extracted data] ：解析に用いる台風データベースの期間を指定します。 

通常は、[All periods of data ]を選択します。 

[Kind of database]で“RDSCt”を指定した場合は 1961 年以降、“R-15”を指定した 

場合は 1977 年以降を指定します。 
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[DB information file name]：解析に用いる台風データベース情報を保存するファイル名を指定します。 

台風データベース情報ファイルのデフォルトの保存先はプロジェクトフォルダ内の 

[Library]-[Offshore_DB]です。 

 

＜Save＞  ：設定値の保存を行います。 

＜Cancel＞  ：設定値を破棄して前画面に戻ります。 
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解析地点毎の風速比等の登録 

1. [Tool]-[Design site & Speed up ratio]-[Create…] メニューを選択します。 

 

 

2. 表示された[Design site & Speed up ratio]ダイアログの各項目を設定します。 
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設定例： 

 

 

[MASCOT Project file]：MASCOT Engineering のプロジェクトファイルを指定します。 

事前に MASCOT Engineering で平均風速の地形による割増係数（指針の適用無し）を算 

定しておく必要があります。 

[Project tree] ：[MASCOT Project file]で指定した[Project tree]が表示されます。 

  ：[Project tree]で選択したプロジェクト情報を MASCOT Offshore のプロジェクトにインポ 

ートします。 

[Site information] ：インポートした解析地点情報のリストが表示されます。 

インポートされるプロジェクト情報は以下の 7 つです。 

・[Site name] ：解析地点名 

・[Latitude] ：解析地点の緯度 

・[Longitude] ：解析地点の経度 

・[Height] ：解析地点の高さ(m) 

・[EtV] ：風向別の平均風速の地形による割増係数 

・[Yaw] ：風向別の風向偏角 

・[EtS] ：風向別の変動風速の地形による補正係数 

・上記以外の風向別の情報についても保存されていますが、画面上では確認することはできません。 

確認が必要な場合は、MASCOT Engineering から確認してください。 

[Site list file] ：解析地点毎の風速比等の情報を保存するファイル名を指定します。 

解析地点毎の風速比情報ファイルのデフォルトの保存先はプロジェクトフォルダ内の 

[Library]-[WS_Ratio]です。 

＜View＞ ：[Site information]で選択した解析地点の位置情報、風向別情報が表示されます 

 （A 画面 参照）。 

＜Save＞ ：設定値の保存を行います。 

＜Cancel＞ ：設定値を破棄して前画面に戻ります。 
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   （A 画面） 
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2-3. 「年最大風速の再現期待値」および「風向特性を考慮した平均風速の地形による割増

係数」の解析算定 

計算条件の設定 

1. [Project]ツリーから[EtV]を右クリックし、[Create New Case…]メニューを選択します。 

 

 

2. 表示された[Create New Case]ダイアログの各項目を設定します。 

 

[Case name] ：計算ケース名を設定 

[Description] ：計算内容を記述する 

[Basic settings] ：解析条件の基本情報を設定 

[Latitude] ：最接近パラメータの抽出点の緯度(度、分、秒)※北緯＋、南緯－、日本測地系 

[Longitude] ：最接近パラメータの抽出点の経度(度、分、秒)※東経＋、西経－、日本測地系 

[Typhoon database information file] ：[Tool]-[Typhoon database]で設定した、台風データベース情報 

ファイルを指定 

＜Reference＞     ：台風データベース情報ファイルを選択→指定 

[Evaluation of tropical cyclone parameters] ：台風パラメータの確率分布算定の条件を設定 

[Analytical functions]    ：確率分布関数を指定 

[Central pressure difference  ∆P] ：中心気圧低下量 
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・MPDF      ：混合確率分布関数※ 

[Radius of maximum winds  𝑅𝑚]  ：最大旋衡風速半径 

・MPDF      ：混合確率分布関数※ 

[Translation velocity  C]    ：進行速度 

・MPDF      ：混合確率分布関数※ 

[Approach direction  θ]    ：進行方向 

・normal      ：正規分布関数※ 

[Minimum approach distance  𝑑𝑚𝑖𝑛] ：最接近距離 

・quadratic     ：二次関数※ 

[Annual occurrence rate  λ]   ：台風年間発生数択 

・Poisson      ：ポアソン分布関数※ 

[Correlations between parameters]  ：台風パラメータ間の相関係数の算定を行う選択※ 

[Generation of virtual tropical cyclones]  ：仮想台風発生の条件を設定 

[Simulation length]     ：仮想台風を発生する年数を設定（10 万年未満としてください） 

[Consider the correlation between parameters] 

         ：台風パラメータ間の相関係数を考慮した発生を行うか否かの選択 

[Modify the parameters to fit the original probability distribution] 

         ：目標とした確率分布に沿うように、発生したパラメータの微小修正 

を行うか否かの選択 

[Prediction of wind speed]     ：風速、風向時系列算定条件を設定 

[Vertical wind profile model]   ：鉛直モデルの選択※ 

・Engineering model    ：工学的モデル 

[Consider the effect of local topography]：局所地形による風速の増速と風向偏角を考慮するか否かの設定 

[Correction of averaging time]  ：風速の平均化時間の補正を行うか否かの設定 

[Consider the uncertainty]   ：誤差を考慮するか否かの設定 

[Site list file]      ：風車設計地点ファイルの指定 

＜Select＞     ：[Tool]-[Design site & Speed up ratio]で設定した、風車設計地点ファ 

イルを選択→指定 

[Speed up ratio]      ：風向特性を考慮した地形による平均風速の割り増し係数算定の条件を 

設定 

[Recurrence period]    ：割り増し係数を算定する再現期間を設定 

＜Save＞     ：設定値を保存 

＜Cancel＞     ：新規入力、変更した設定値を破棄し画面を閉じる 

 

※は固定選択となる項目を表しています 
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解析の実行 

1. [Run]-[Start]メニューを選択し、計算実行、計算中止を行います。 

 

 

2. [Run]-[Start]メニューを選択し、計算実行、計算中止を行います。 

 

 

3. 計算終了のメッセージが表示されましたら、計算完了です。 

 

  

計算処理中のメッセージ 

計算終了のメッセージ 
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解析結果の表示 

1. [View]メニューを選択し、台風経路図、台風パラメータの確率分布図等計算結果を表示します。 

 

 

(1) [JMA Best track data] 

最接近パラメータ抽出対象となった台風の実台風パスを描画します。 

 

 

(2) [Prediction sites] 

最接近パラメータ抽出位置と風車建設位置の平面図を描画します。 
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(3) [Estimated probability distribution of tropical cyclone parameters] 

台風パラメータの確率分布算定結果と仮想台風の発生結果を描画します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) [Estimated topographic multiplier] 

風向特性を考慮した地形による平均風速の割り増し係数の算定結果を表示します 

 

 

  

観測値、仮想台風および分布関数による台風パラメータの確率分布 台風パラメータの確率分布関数および特性 

観測値と仮想台風による上空風の年最大風速 

観測値と仮想台風における台風パラメータの相関係数 
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(5) [Estimated probability of the annual maximum wind speed of tropical cyclone] 

モンテカルロシミュレーションにより発生させた仮想台風による年最大風速の非超過確率分布および再現期値

  を描画します。 

 

 ：登録地点が 1 ページに表示きれない時に前後ページの選択を行います。 

 ：登録地点毎の年最大風速の再現期待値等の一覧表（下図）が表示されます。 

 

 

 

 

 

  

観測値による台風パラメータの相関係数 
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2-4. 台風と季節風の混合気候における極値風速および風況の評価 

計算条件の設定 

1. [Project]ツリーから[Monte-Carlo]を右クリックし、[Create New Case…]メニューを選択します。 

 

 

2. 表示された[Case Settings-General-Create]ダイアログの各項目を設定します。 

 

 

[Case name] ：計算ケース名を設定 

[Description] ：計算ケース内容を記述する 

[Select site list] ：事前に登録した風車設計地点リストを選択 

＜Save＞ ：設定値を保存 

＜Cancel＞ ：新規入力、変更した設定値を破棄し画面を閉じる 
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3. [Edit]-[Tropical cyclone parameters…]メニューを選択し、台風のパラメータを設定します。 

 

 

4. 表示された[Case Settings-Tropical cyclone parameters]ダイアログの各項目を設定します。 

 

  

[Tropical Cyclone Database]    ：[Tool]-[Typhoon database]で設定した台風データベース情報を設定 

[information file(*.mtdb)]    ：台風データベース情報ファイルを設定 

[Evaluation of tropical cyclone parameters] ：台風パラメータの確率分布算定の条件を設定 

[Analytical functions]    ：確率分布関数を指定 

[Central pressure difference  ∆P] ：中心気圧低下量 

・MPDF      ：混合確率分布関数※ 

[Radius of maximum winds  𝑅𝑚]  ：最大旋衡風速半径 

・MPDF      ：混合確率分布関数※ 

[Translation velocity  C]   ：進行速度 
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・MPDF      ：混合確率分布関数※ 

[Approach direction  θ]    ：進行方向 

・normal      ：正規分布関数※ 

[Minimum approach distance  𝑑𝑚𝑖𝑛] ：最接近距離 

・quadratic     ：二次関数※ 

[Annual occurrence rate  λ]   ：台風年間発生数択 

・Poisson      ：ポアソン分布関数※ 

[Correlations between parameters]  ：台風パラメータ間の相関係数の算定を行うか否かの選択※ 

[Generation of virtual tropical cyclones]  ：仮想台風発生の条件を設定 

[Simulation length]     ：仮想台風を発生する年数を設定（10 万年未満としてください） 

[Consider the correlation between parameters] 

         ：台風パラメータ間の相関係数を考慮した発生を行うか否かの選択 

[Modify the parameters to fit the original probability distribution] 

         ：目標とした確率分布に沿うように、発生したパラメータの微小修正 

を行うか否かの選択 

[Prediction of wind speed]     ：風速、風向時系列算定条件を設定 

[Vertical wind profile model]   ：鉛直モデルの選択 

・Engineering model    ：工学的モデル※ 

[Consider the effect of local topography]：局所地形による風速の増速と風向偏角を考慮するか否かの設定 

[Correction of averaging time]  ：風速の平均化時間の補正を行うか否かの設定 

[Consider the uncertainty]   ：極値風速の不確実性を考慮するか否かの設定 

気圧の観測年数の影響を考慮する場合は、 

[Option]-[Consideration of the uncertainty ]で設定します 

[Speed up ratio]      ：風向特性を考慮した地形による平均風速の割り増し係数算定の条件を 

設定 

[Recurrence period]    ：割り増し係数を算定する再現期間を設定 

＜Save＞     ：設定値を保存 

＜Cancel＞     ：新規入力、変更した設定値を破棄し画面を閉じる 

 

※は固定選択となる項目を表しています 
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5. [Edit]-[Extratropical cyclone parameters…]メニューを選択し、季節風のパラメータを設定します。 

 

 

6. 表示された[Case Settings -Extratropical cyclone parameters]ダイアログの各項目を設定します。 

 

 

[The Annual Maximum Wind Speed]：年最大風速パラメータの設定方法を選択 

[The database of the annual maximum wind speed] 

      ：年最大風速データベースから抽出 

[AMeDAS]      ：「AMeDAS data converter」結果の年最大風速ファイル“ymax.dat”から設定 

[User define]     ：任意パラメータを入力 

＜Close-up＞   ：解析領域を拡大表示（[The database of the annual maximum wind speed]時 

のみ有効） 

＜Save＞   ：設定値を保存 
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＜Cancel＞   ：変更した設定値を破棄し画面を閉じる 

例： [User Define]を選択し、年最大風速データベースを設定します。 

 

 

7. 表示された[Edit...]ダイアログで、年平均風速・年平均風速の標準偏差の登録を行います。 

 

[Prediction sites]   ：サイト情報 

[Site name]    ：選択したサイト名 

[Average U]   ：年平均風速 

[Sigma U]   ：年平均風速の標準偏差 

 

＜OK＞ ：設定内容を確定する 

＜Cancel＞ ：設定内容を確定せずに終了する 
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8. ＜Save＞を押して、保存します。 
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解析の実行 

1. [Run]-[Start]メニューを選択し、計算実行、計算中止を行います。 

 

 

2. ＜はい(Y)＞を選択すると、計算が開始されます。 

 

 

 

 

3. 計算終了のメッセージが表示されましたら、計算完了です。 

 

 

選択中の計算ケースについて、最接近パラメータ抽出、台風パラメータの確率分布算定、仮想台風の発生、平均風速の割

り増し係数の算定を行います。 

 

 

 

  

計算処理中のメッセージ 

計算終了のメッセージ 
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解析結果の表示 

1. [View]-[Estimated topographic multiplier…]メニューを選択し、計算結果を表示します。 

 

 

 

(1) [View]-[List of estimated probability distribution of the annual maximum wind speed…] 

ケースに登録した解析地点全ての、年最大風速の算定結果を表示します。 

 

[No.] ：風車建設地点 No. 

[Site] ：風車建設地点名称 

[R] ：再現期間（年） 

[UC] ：混合気候における風速 

[θd] ：照査対象風向 

[UT] ：台風による風速（不確実性の考慮を有効とした場合はσU,T , σP,T を考慮） 

[UE] ：季節風による風速（不確実性の考慮を有効とした場合はσE を考慮） 

[σC] ：混合成因による風速の標準偏差 [※] 

[σUT] ：台風による風速の標準偏差(風速の観測年数による影響) [※] 

[σPT] ：台風による風速の標準偏差(気圧の観測年数による影響) [※2] 

[σUE] ：季節風による風速の標準偏差 [※] 

[α] ：風速の標準偏差における成因の重み係数 [※] 

＜Clipboard copy＞  ：リストをクリップボードにコピー 

＜Export csv file＞  ：リストを CSV 形式ファイルに出力 
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2. [Site]-[View]メニューを選択し、台風経路図、台風パラメータの確率分布図、計算結果等を表示します。 

 

 

 

(1) [View]-[JMA Best track data…] 

最接近パラメータ抽出対象となった台風の実台風パスを描画します。 
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(2) [View]-[Prediction sites …] 

最接近パラメータ抽出位置と風車建設位置の平面図を描画します。 

 

■（赤四角）：最接近パラメータ抽出位置 

●（青 丸）：風車建設位置 

 

(3) [View]-[Estimated probability distribution of tropical cyclone parameters…] 

台風パラメータの確率分布算定結果と仮想台風の発生結果を描画します。 

 

 

観測値と仮想台風による上空風の年最大風速 

観測値、仮想台風および分布関数による台風パラメータの確率分布 台風パラメータの確率分布関数および特性 

観測値と仮想台風における台風パラメータの相関係数 
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・Comparison between the measured probability distribution of tropical cyclone parameters and the 

model function（観測値と分布関数による台風パラメータの確率分布） 

 

 

[Central pressure difference  ∆P]   ：中心気圧低下量 

[Radius of maximum wind  𝑅𝑚 ]  ：最大旋衡風速半径 

[Translation velocity  C]     ：進行速度 

[Approach direction  θ]     ：進行方向 

[Minimum approach distance  𝑑𝑚𝑖𝑛]  ：最接近距離 

[Annual occurrence rate  λ]    ：台風年間発生数 

 

●（赤 丸）：観測値（ただし、台風年間発生数は棒グラフ） 

―（黒 線）：モデル 

×（青バツ）：仮想台風（ただし、台風年間発生数は非表示） 
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The model functions（台風パラメータの確率分布関数および特性） 

 

[Typhoon parameter name]    ：台風パラメータ名 

[Analytical function name & parameter]  ：確率分布関数名と関数パラメータ名 

[Value]        ：関数パラメータ設定値 

[Central pressure difference  ∆P]  ：中心気圧低下量 

[Lognormal distribution]   ：対数正規分布関数 

[μ Mean]    ：平均値 

[σ Standard deviation]  ：標準偏差 

[Weibull distribution]    ：ワイブル分布関数 

[K Shape parameter]  ：形状係数 

[C Scale parameter]  ：尺度係数 

[Mixed distribution]    ：混合分布関数 

[a  Mixing coefficient]  ：混合係数 

[Radius to maximum winds  𝑅𝑚]  ：最大旋衡風速半径 

[Lognormal distribution]   ：対数正規分布関数 

[μ Mean]    ：平均値 

[σ Standard deviation]  ：標準偏差 

[Weibull distribution]    ：ワイブル分布関数 

[K Shape parameter]  ：形状係数 

[C Scale parameter]  ：尺度係数 

[Mixed distribution]    ：混合確率分布関数 

[a  Mixing coefficient]  ：混合係数 
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[Translation velocity  C]    ：進行速度 

[Lognormal distribution]   ：対数正規分布関数 

[μ Mean]    ：平均値 

[σ Standard deviation]  ：標準偏差 

[Weibull distribution]    ：ワイブル分布関数 

[K Shape parameter]  ：形状係数 

[C Scale parameter]  ：尺度係数 

[Mixed distribution]    ：混合分布関数 

[a  Mixing coefficient]  ：混合係数 

[Approach direction  θ]    ：進行方向 

[Normal distribution]    ：正規分布関数 

[μ Mean]    ：平均値 

[σ Standard deviation]  ：標準偏差 

[Minimum approach distance  𝑑𝑚𝑖𝑛] ：最接近距離 

[Polynomial]     ：二次関数関数 

[ｚ Model coefficient]  ：近似係数 

[ r  Critical distance]  ：限界距離 

[Annual occurrence rate  λ]   ：台風の年間発生数 

[Poisson distribution]    ：ポアソン分布関数 

[ m  Mean]    ：平均年間発生数 

 

Correlation coefficient between the tropical cyclone parameters based on measurement and the 

simulation（観測値と仮想台風における台風パラメータの相関係数） 

 

[Correlation coefficient based on measurement] ：観測値による台風パラメータ間の相関 

[Correlation coefficient based on modified orthogonal decomposition method]  

      ：修正直交変換法による仮想台風の台風パラメータ間の相関 

[ln(∆P)]      ：中心気圧低下量の対数値 

[ln(𝑅𝑚)]      ：最大旋衡風速半径の対数値 

[ln(C)]      ：進行速度の対数値 

[θ]      ：進行方向 

[𝑑𝑚𝑖𝑛]      ：最接近距離 
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Frequency distribution of annual maximum gradient wind speed based on measurement and 

simulation（観測値と仮想台風による上空風の年最大風速） 

 

 

上記の解析結果表示画面「(3)、(4)」は、グラフおよび表をマウス左ボタンでダブルクリックすると、選択位置のグラフお

よび表が別ウィンドウで表示されます。 

例：(4)の[Central pressure difference ∆P]のグラフをマウス左ボタンでダブルクリックすると、下図が表示されます。 

 

さらに、ツールバー の ボタンをクリックすると、選択されているビューの内容をクリッ

クボードへコピーできます。 
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(4) [View] -[Estimated probability of the annual maximum wind speed…] 

モンテカルロシミュレーションにより発生させた仮想台風による年最大風速の非超過確率分布および再現期待値を

 描画します。 

[Tropical Cyclone]   ：台風のグラフを描画 

[Extratropical Cyclone]  ：季節風のグラフを描画 

[Combined Cyclone]   ：混合気候のグラフを描画 

[All]   ：以上すべてのグラフを描画 

 

 

 

 

 ：登録地点が１ページに表示きれない時に前後ページの選択を行います。 

 ：登録地点毎の年最大風速の再現期待値等の一覧表（下図）が表示されます。 

 

[Clipboard copy] ：一覧表をクリップボードにカンマ区切りでコピーし、エクセルなどに貼り付けできます。 

[Export csv file] ：一覧表を csv ファイル形式で出力します。 

[Site name] ：解析地点名称 

[R]   ：再現期間（年） 

[Uc]   ：混合気候における確率風速 
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[θd]   ：照査対象風向（度、北から時計回りの角度） 

[UT]   ：台風による風速（不確実性の考慮を有効とした場合は σUT、σPT を考慮） 

[UE]   ：季節風による風速（不確実性の考慮を有効とした場合は σE を考慮） 

[σC]   ：混合成因による風速の標準偏差 [※] 

[σUT]   ：台風による風速の標準偏差(風速の観測年数による影響) [※] 

[σPT]   ：台風による風速の標準偏差(気圧の観測年数による影響) [※2] 

[σUE]   ：季節風による風速の標準偏差 [※] 

[α]   ：風速の標準偏差における成因の重み係数 [※] 

 

[※]不確実性を考慮した場合のみ表示 

 

 

 

(5) [View]-[Weibull…] 

疲労評価のための強風頻度結果を表示します。 
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2-5. 季節風パラメータの抽出ツール 

2 地点間風向別風速比データの作成  

1. [Tool]-[Create wind-speed ratio…]メニューを選択し、MASCOT Basic の解析結果（鉛直プロファイル）から、

観測地点と解析地点との風速比を求めツールを起動します。 

 

 

 

2. 以下の画面が表示されます（例は、パラメータ入力済み画面です。初期画面では全項目が空白です）。 

 

 

 

[MASCOT Basic folder] ：MASCOT Basic のプロジェクトフォルダを指定します。 

[Reference Site]  ：風速比を算定する場合の基準地点（分母）となる地点の緯度・経度・高さが表示され 

ます。デフォルトでは、MASCOT Basic の解析中心座標が設定されます。 

＜Edit＞  ：以下の画面が表示され、基準地点の設定値の編集を行います。 
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[Prediction Site] ：風速比を算定する場合の予測地点（分子）となる地点の緯度・経度・高さを登録します。 

デフォルトでは、MASCOT Basicの[Edit]-[Option]-[Site]で登録した地点が登録されます。 

＜Add from Offshore case＞ ：MASCOT Offshore で登録したケースから地点情報をインポートします。 

 

 

＜View＞ ：2 地点間の風向別風速比および風向偏角グラフを表示します。表示の際、2 地点間の風向別 

風速比および風向偏角を計算（＜RUN＞実行）後に表示してください。未計算の場合は正 

しく表示されません。 

 

[No.]  ：地点登録番号（連番） 

[Site]  ：地点名称 

[Latitude]  ：緯度 

[Longitude]  ：経度 
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[Height]  ：高さ(m) 

[EtV]  ：地形による平均風速の割増係数 

[Yaw]  ：風向偏角 

[EtS]  ：変動風速の補正係数 

[マップ]  ：MASCOT Project からインポートしたときは等高線と登録地点（赤丸）が表示されます。 

[Extraction height] ：予測地点の高さを設定します｡ 

[Output folder] ：風速比算定結果を保存するフォルダを指定します。デフォルトでは、MASCOT Offshore のプ 

ロジェクトフォルダ内の[Library]-[CompareMPD]を選択します。 

 

＜Import settings＞ ：過去に風向別風速比・風向偏角値ファイルを作成した際に保存された設定ファイルを 

読み込みます。設定ファイルは[Library¥CompareMP]フォルダ内に以下のファイル 

名で保存されています。 

  Description_CompareMPD.min 

 

＜Detail＞  ：基準地点および予測地点の風向偏角を考慮するか否かの選択をします。デフォルトで 

は両地点とも風向偏角を考慮（チェック有り）します。 

※Measure-Correlate-Predict (MCP) 法では基準地点の風向偏角が大きいと精度が悪

くなりますので注意が必要です。 

 

＜RUN＞ ：2 地点間の風向別風速比・風向偏角ファイルの作成を実行します。 

＜Cancel＞ ：設定値を破棄して前画面に戻ります。  
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AMeDASデータから指定地点の時系列データを作成  

1. [Tool]-[AMeDAS data convert]メニューを選択し、アメダス時系列データ取り込みツールを起動します。 

 

 

2. [Select Mode]画面が｣表示されるので、＜From CD-ROM＞を選択します。 

 

 

3. PC の CD ドライブにアメダスデータ CD（財団法人気象業務支援センター）をセットし、＜Laod＞をクリックす

ると、以下の画面が表示されます。 
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4. 取り込みを行う「月」と「観測地点」を選択し、＜Convert＞をクリックします。 

Project-folder¥Library¥AMeDAS_TS¥AMeDAS_ID¥にデータをフォーマット変換して保存します。 

※「月」と「観測地点」は複数選択可能 

 

5. ツールを起動したまま次の CD をセットし、＜Laod＞をクリックします。「月」情報はデフォルトで全期間選択状

態となり、「観測地点」は前回の選択情報は保存されているので、＜Convert＞をクリックします。本作業を繰り

返し、必要な期間のデータを取り込みます。 

 

 

※（財）気象業務支援センターからの「アメダス 10 分値データ（csv 形式）」の提供は、2009 年分までで終了し

 ておりますので、2010 年以降の気象データは、以下の手順で作成してください。 

気象データは、気象庁 HP「過去の気象データ・ダウンロード」から入手が可能です。 

http://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/obsdl/index.php 

 

次の手順にて、「Convert time series data」ツールで変換可能な時系列データを作成します。 

1. 1 年分のデータ（1 月 1 日から 12 月 31 日まで）を 1 ファイルとして、必要な年数分ダウンロードしてください。 

 

 

2. 年月日時の後ろの列に“分”を追加してください。 

3. ダウンロードした CSV データは、風向が東西南北の漢字で記載されていますので、Excel 等で 360 度を 16 分割し

た数値に変換してください。（北=0.0：0.0～337.5） 

4. データの 4 行目まではコメント行ですので、頭にコメント行を表す“#”を付加してください。 
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アメダス時系列データの風車建設地点への変換 

 

1. [Tool]-[Convert time series data…] メニューを選択し、風速・風向時系列データ変換ツールを起動します。 

 

 

 

2. 以下の画面が表示されます（例は、パラメータ入力済み画面です。初期画面では全項目が空白です。）。 

基準地点の風向・風速時系列データを風向別風速比・風向偏角で予測地点へ変換します。 
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[Ratio file]：[Tool]-[Create wind speed ratio]で作成した風向別風速比・風向偏角ファイルを設定します。 

Extract_Site_result.csv 

 

 

[Time series file] ：変換元の風向・風速時系列データの登録、削除および登録済みデータのリストを表示しま 

す。 

※時系列データはすべて同じフォーマットである必要があります。 

＜Add＞ ：変換元の風向・風速時系列データの登録をリストに登録します。 

＜Delete＞ ：変換元の風向・風速時系列データをリストから削除します。 

 

 

＜View file＞ ：変換元の風向・風速時系列データを表示します。ここで、各列の指定を行います。 
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[Row]    ：変換元の風向・風速時系列データに関する読み込み行数などの設定を行います。 

[First reading]  ：風向値・風速値の読み込み開始行を指定します。 

[Last reading]  ：風向値・風速値の読み込み終了行を指定します。 

[End of file] ：時系列データの最終行まで読み込みます。 

[Specified]  ：時系列データの指定した行数まで読み込みます。 

[Extract row of column names]：変換後ファイルのヘッダーに用いる行番号を指定します。 

[Column]    ：風速値、風向値の記述されているカラム番号を指定します。 

アメダスデータを変換した場合はデフォルト値を設定してください。 

[Wind speed] 

[Column] ：風速値の記述されているカラム番号を指定します。（デフォルト値：7） 

[Lower]  ：風速値の有効範囲の下限値を指定します。 

[Upper]  ：風速値の有効範囲の上限値を指定します。 

[Wind direction] 

[Column] ：風向値の記述されているカラム番号を指定します。（デフォルト値：6） 

[Lower]  ：風向値の有効範囲の下限値を指定します。 

[Upper]  ：風向値の有効範囲の上限値を指定します。 

 [Interpolation of the wind direction]：風向別風速比。風向偏角をビン幅で一定値を用いるか風向間を一次線形内挿し 

た値を用いるかを指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

風
速
比 

風向 

ビン幅 
ビン幅で評価した風速比 
内挿して評価した風速比 

変換元風向 
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[Output file]   ：出力ファイルの保存フォルダやファイル名の設定を行います。 

[Description]  ：指定した文字列のフォルダが以下の[Output folder]内に作成され、作成された風向別風速 

比・風向偏角値ファイルが保存されます。 

[Output folder]  ：指定したフォルダ内に、上記の[Description]で指定した文字列のフォルダが作成され、作 

成された風向別風速比・風向偏角値ファイルが保存されます。 

[Header]   ：指定した文字列が変換元のファイル名の先頭に付加されます。 

[Footer]   ：指定した文字列が変換元のファイル名の末尾に付加されます。 

 

＜Import settings＞ ：過去に風向別風速比・風向偏角値ファイルを作成した際に保存された設定ファイルを 

読み込みます。設定ファイルは[Library¥ConvertTimeSeries]フォルダ内に以下のフ 

ァイル名で保存されています。 

  Description_ConvertTimeSeries.min 
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年最大風速の抽出 

 

1. [Tool]-[Divide the wind velocity according to the origin…] メニューを選択し、年最大風速の抽出ツールを起動

します。 

 

 

2. 以下の画面が表示されます（例は、パラメータ入力済み画面です。初期画面では全項目が空白です）。 

風向・風速の時系列データを台風と季節風に別けて各成因における年最大風速を抽出し、季節風による再現期

待値を算出します。 

 

 

[Description] ：指定した文字列のフォルダが以下の[Output folder]内に作成され、解析結果が保存されます。 

[MASCOT Typhoon or Offshore case] ：MASCOT Offshore のケースファイル(CaseData.min)を指定します。 

     ケースファイルは MASCOT Offshore のプロジェクトフォルダ内に保存されています。 

      [MASCOT Offshore プロジェクトフォルダ]¥ Project¥EtV¥CASENAME¥ 

[Time series data]  ：成因別年最大風速を抽出する風向・風速時系列データの登録、削除および登録済みデータ 

のリストを表示します。 

＜View file…＞ ：処理対象の風向・風速時系列データの詳細を表示します。 
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＜Add＞ ：処理対象の風向・風速時系列データの登録を行います。 

 

＜Delete＞ ：処理対象の風向・風速時系列データの削除を行います。 

[Recurrence period]  ：算出する再現期待値の再現期間を設定します。 

 

[Column]    ：風速値、風向値の記述されているカラム番号を指定します。 

[Convert AMeDAS]で処理したアメダス時系列データを処理する場合は設定値 A、 

アメダス時系列データを[Convert Time series]で変換した時系列データを処理する場合は

設定値 B を設定してください。 

[Wind speed]  ：風速値の記述されているカラム番号を指定します。 

（設定値 A:7,   設定値 B:11） 

[Wind direction] ：風向値の記述されているカラム番号を指定します。 

（設定値 A:6,   設定値 B:13） 

[Output folder]   ：指定したフォルダ内に、上記の[Description]で指定した文字列のフォルダが作成され、解 

析結果が保存されます。 

＜Inport settings＞ ：過去に処理をした際に保存された設定ファイルを読み込みます。設定ファイルは 

[Library¥ CompositionTandS]フォルダ内に以下のファイル名で保存されています。 

Description_DivideWindVelocity.min 

＜View＞ ：解析結果として季節風による年最大風速の非超過確率分布図を表示します。 

＜RUN＞ ：解析を実施します。 

＜Close＞ ：設定を中止し、画面を閉じます。  
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台風と季節風による混合気候における年最大風速の再現期待値を算定 

 

1. [Tool]- [Composition of the tropical wind and the seasonal wind…]メニューを選択し、台風と季節風による混合

気候における年最大風速の再現期待値の算定ツールを起動します。 

 

 

 

2. 以下の画面が表示されます（例は、パラメータ入力済み画面です。初期画面では全項目が空白です。）。 

台風と季節風による混合気候における年最大風速の再現期待値を算定します。 

 

 

 

[Description] ：指定した文字列のフォルダが以下の[Output folder]内に作成され、解析結果が保存されます。 

[MASCOT Offshore Case file(CaseData.min)] ：MASCOT Offshore のケースファイル(CaseData.min)を指定します。

       ケースファイルは MASCOT Offshore のプロジェクトフォルダ内に保存されています。 

       [MASCOT Offshore プロジェクトフォルダ]¥ Project¥EtV¥CASENAME¥ 

    事前に MASCOT Offshore で「台風による年最大風速の再現期待値」を算定しておく必要があります。 
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＜Load＞ ：選択した MASCOT Offshore のケースファイル(CaseData.min)のサイト情報と台風シミュ 

レーションから得られた台風による年最大風速値ファイルを読み込みます。 

[Site list]    ：成因別年最大風速を抽出する風向・風速時系列データの登録、削除および登録済みデータ 

のリストを表示します。 

＜Edit＞ ：＜Load＞で読み込んだサイト毎に季節風による年最大風速値ファイルを指定します。 

 

＜Delete＞ ：サイトを削除します。  

＜View＞ ：台風、季節風、混合気候による年最大風速の非超過確率分布を表示します。 

 

[Recurrence period]  ：算出する再現期待値の再現期間を設定します。 

[Consideration of the uncertainty]：極値風速の不確実性における風速の観測年数の影響を考慮するか否かを指定しま 

す。 

[σp]    ：極値風速の不確実性における気圧の観測年数の影響を考慮するか否かを指定します。本機 

能はモンテカルロシミュレーションによる結果にのみ反映されます。 

[Output folder]   ：指定したフォルダ内に、上記の[Description]で指定した文字列のフォルダが作成され、解 

析結果が保存されます。 

 

＜Import settings＞ ：過去に処理をした際に保存された設定ファイルを読み込みます。設定ファイルは 

[Library¥CompositionTandS]フォルダ内に以下のファイル名で保存されています。 

Description_CompositionCyclone.min 

＜Detail＞  ：照査対象風向算定時の再現期待風速周りの風速範囲を指定します。 

 

 [Design target direction of the wind] ：照査対象風向とする再現期待値の風速範囲 

[wind speed range] ：風速範囲（デフォルト値 Um =1.0m/s = UR±0.5m/s） 

 

𝜃𝑑 =
1

𝑁
∑𝜃𝑛

𝑁

1

 

             N：𝑈𝑅 ± 0.5𝑚/𝑠のデータ個数 
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＜View MCS＞ ：モンテカルロシミュレーションによる台風の年最大風速を用いた混合成因による年最大風 

速の非超過確率分布図を表示します。 

解析地点が複数あり、全解析地点が 1 画面に収まらない場合は複数ページにわたり描画し 

ます。ページ送りは  をクリックする事により行えます。初期画面では季節風、台風、 

混合気候の 3 種の年最大風速の非超過確率分布図を 1 図面に重ね書きします。

で描画する年最大風速の成因を選択することができます（下記、右図）。 

 （＜RUN＞実行）後に表示してください。 

 

 さらに、  ボタンをクリックする事により、設定画面で指定した再現期間における風速や風速の標準偏差の一覧

表を表示します。表示項目は以下の通りです。 

[site name]  ：解析地点名称 

[UC]   ：混合気候における確率風速 

[θd]   ：照査対象風向（度、北から時計回りの角度） 

[UT]   ：台風による風速（不確実性の考慮を有効とした場合はσU,T , σP,T を考慮） 

[UE]   ：季節風による風速（不確実性の考慮を有効とした場合はσE を考慮） 

[σC]   ：混合成因による風速の標準偏差 [※] 

[σUT]   ：台風による風速の標準偏差(風速の観測年数による影響) [※] 

[σPT]   ：台風による風速の標準偏差(気圧の観測年数による影響) [※2] 

[σUE]   ：季節風による風速の標準偏差 [※] 

[α]   ：風速の標準偏差における成因の重み係数 [※] 

 

[※]不確実性を考慮した場合のみ表示 
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＜View MCP＞ ：MCP 法（相関法）による台風の年最大風速を用いた混合成因による年最大風速の非超過 

確率分布図を表示します。 

解析地点が複数あり、全解析地点が 1 画面に収まらない場合は複数ページにわたり描画し 

ます。ページ送りは  をクリックする事により行えます。初期画面では季節風、台風、 

混合気候の 3 種の年最大風速の非超過確率分布図を 1 つのグラフに重ね書きします。

で描画する年最大風速の成因を選択することができます（下記、右図）。 

 （＜RUN＞実行）後に表示してください。 

 

さらに、  ボタンをクリックする事により、設定画面で指定した再現期間における風速や風速の標準偏差の一覧

表を表示します。表示項目は以下の通りです。 

[site name]  ：解析地点名称 

[UC]   ：混合気候における風速 

[θd]   ：照査対象風向 

[UT]   ：台風による風速（不確実性の考慮を有効とした場合はσU,T , σP,T を考慮） 

[UE]   ：季節風による風速（不確実性の考慮を有効とした場合はσE を考慮） 

[σC]   ：混合成因による風速の標準偏差 [※] 

[σUT]   ：台風による風速の標準偏差(風速の観測年数による影響) [※] 

[σPT]   ：台風による風速の標準偏差(気圧の観測年数による影響) [※2] 

[σUE]   ：季節風による風速の標準偏差 [※] 

[α]    ：風速の標準偏差における成因の重み係数 [※] 

 

[※]不確実性を考慮した場合のみ表示 

[※2]MCP 法では気圧の観測年数による影響は考慮されないため常に 0.0 となります。 

 

 

＜RUN＞ ：解析を実施します。 

＜Close＞ ：設定を中止し、画面を閉じます。  
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第3章 User Interface（ユーザー・インターフェース） 

 

  本章では、MASCOT Offshore のユーザー・インターフェースについて説明します。 

  

第 3 章 USER INTERFACE（ユーザー・インターフェース） ................................................................... 3-1 

3-1. メニュー 一覧 ...................................................................................................................................... 3-2 

3-2. ツールバー一覧 .................................................................................................................................... 3-4 

3-3. ダイアログ・ビュー一覧（メニュー別） ............................................................................................ 3-5 

3-3-1. [File]メニュー ................................................................................................................................ 3-5 

3-3-2. [Edit]メニュー ............................................................................................................................... 3-8 

3-3-3. [Run]メニュー .............................................................................................................................. 3-23 

3-3-4. [View]メニュー ............................................................................................................................ 3-24 

3-3-5. [Tool]メニュー .............................................................................................................................. 3-38 

3-3-6. [Window]メニュー ....................................................................................................................... 3-60 

3-3-7. [Help]メニュー ............................................................................................................................. 3-60 
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3-1. メニュー 一覧 

 

MASCOT Offshore のメインメニューは以下の 7 つから構成されます。 

[File]  ：プロジェクトの生成、読み込み、保存、プリンタの設定、プログラムの終了等 

[Edit]  ：解析ケースの設定、編集、コピー、削除する等 

[Run]  ：各解析ケースの計算実行、計算中止 

[View]  ：台風経路図、台風パラメータの確率分布図、計算結果等の表示 

[Tool]  ：解析対象地点の登録、データベースの設定ツール等 

[Windows] ：ウインドウ、アイコン等の表示、整理等 

[Help]  ：バージョン情報、ユーザーマニュアルの表示 
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メニュー画面（続き） 

[Etv 選択時] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[Monte-Carlo 選択時] 
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3-2. ツールバー一覧 

 

 

・・・・・ プロジェクトを新規作成します。 

（[File]-[Create New Project…]メニュー） 

・・・・・ プロジェクトを読み込みします。 

（[File]-[Open Project…]メニュー） 

・・・・・ 作業中のプロジェクトを保存します。 

（[File]-[Save Project…]メニュー） 

・・・・・ 選択されているビューの内容（図やログなど）をクリックボードへコピーします。 

（[Edit]-[Copy…]メニュー） 

・・・・・ 選択されているビューの内容（図やログなど）を印刷します。 

（[File]- [Print…]メニュー） 

・・・・・ MASCOT Offshore のバージョン情報を表示します。 

（[Help]-[About MASCOT Offshore…]メニュー） 
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3-3. ダイアログ・ビュー一覧（メニュー別） 

 

3-3-1. [File]メニュー 

このメニューはプロジェクトの生成、読み込み、保存、プリンタの設定、プログラムの終了等を行うメニューです。 

 

 

1. [Create New Project...] 

MASCOT Offshore のプロジェクトを新規作成します（ツールバー ）。 
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2. [Open Project…] 

プロジェクトを読み込みます（ツールバー ）。 

 

 

3. [Save Project...] 

プロジェクトを保存します（ツールバー ） 

 

4. [Close Project...] 

プロジェクトを終了し、初期画面に戻ります。 
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5. [Print Setup...] 

  用紙のサイズ、印刷の向きなどの設定を行います。 

 

 

6. [Exit] 

  MASCOT Offshore を終了します。 
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3-3-2. [Edit]メニュー 

 

計算条件の設定、最接近台風パラメータ抽出地点の登録など、解析条件を設定するメニューです。[Create New 

Case…] メニューはユーザーが必ず設定する必要のあるメニューで、台風データベースファイルの指定、解析対象

地点の緯度と経度の入力の設定を行います。一方、[Case Option…]メニュー以下の設定項目にはデフォルトの値が

設定されており、必要に応じて設定値の変更を行います。 

 

 

1. [EtV] 

「年最大風速の再現期待値および風向特性を考慮した平均風速の地形による割増係数」の算定を行うためのケ

ース設定をします。 
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(1) [Create New Case... ] 

計算ケースを新規作成します。 

 

 

[Case name] ：計算ケース名を設定 

[Description] ：計算内容を記述する 

[Basic settings] ：解析条件の基本情報を設定 

[Latitude] ：最接近パラメータの抽出点の緯度(度、分、秒)※北緯＋、南緯－、日本測地系 

[Longitude] ：最接近パラメータの抽出点の経度(度、分、秒)※東経＋、西経－、日本測地系 

[Typhoon database information file] ：[Tool]-[Typhoon database]で設定した、台風データベース情報 

ファイルを指定 

＜Reference＞      ：台風データベース情報ファイルを選択→指定 

[Evaluation of tropical cyclone parameters] ：台風パラメータの確率分布算定の条件を設定 

[Analytical functions]    ：確率分布関数を指定 

[Central pressure difference  ∆P] ：中心気圧低下量 

・MPDF      ：混合確率分布関数※ 

[Radius of maximum winds  𝑅𝑚]  ：最大旋衡風速半径 

・MPDF      ：混合確率分布関数※ 

[Translation velocity  C]    ：進行速度 

・MPDF      ：混合確率分布関数※ 

[Approach direction  θ]    ：進行方向 

・normal      ：正規分布関数※ 

[Minimum approach distance  𝑑𝑚𝑖𝑛] ：最接近距離 

・quadratic     ：二次関数※ 

[Annual occurrence rate  λ]   ：台風年間発生数択 

・Poisson      ：ポアソン分布関数※ 

[Correlations between parameters]  ：台風パラメータ間の相関係数の算定を行う選択※ 
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[Generation of virtual tropical cyclones]  ：仮想台風発生の条件を設定 

[Simulation length]     ：仮想台風を発生する年数を設定（10 万年未満としてください） 

[Consider the correlation between parameters] 

         ：台風パラメータ間の相関係数を考慮した発生を行うか否かの選択 

[Modify the parameters to fit the original probability distribution] 

         ：目標とした確率分布に沿うように、発生したパラメータの微小修 

正を行うか否かの選択 

[Prediction of wind speed]     ：風速、風向時系列算定条件を設定 

[Vertical wind profile model]   ：鉛直モデルの選択 

・Engineering model    ：工学的モデル※ 

[Consider the effect of local topography]：局所地形による風速の増速と風向偏角を考慮するか否かの設定 

[Correction of averaging time]  ：風速の平均化時間の補正を行うか否かの設定 

[Consider the uncertainty]   ：誤差を考慮するか否かの設定 

[Site list file]      ：風車設計地点ファイルの指定 

＜Select＞      ：[Tool]-[Design site & Speed up ratio]で設定した、風車設計地点 

ファイルを選択→指定 

[Speed up ratio]      ：風向特性を考慮した地形による平均風速の割り増し係数算定の条 

件を設定 

[Recurrence period]    ：割り増し係数を算定する再現期間を設定 

＜Save＞      ：設定値を保存 

＜Cancel＞      ：新規入力、変更した設定値を破棄し画面を閉じる 

 

※は固定選択となる項目を表しています  
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(2) [Edit Case... ] 

選択している計算ケースを編集します。 

 

    ※項目内容は、「Create New Case…」と同一 
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(3) [Case Option] 

計算に関する各種条件などを設定します。 

 

 

  [Condition for the estimation of tropical cyclone parameters…] 

台風データベース（DB）から最接近台風パラメータの抽出を行う際に、抽出対象とする台風の条件を設定します。 

 

[rsim]  ：抽出地点からの半径を指定（デフォルト値 500 km） 

[pc0]  ：台風期間中の最低中心気圧を指定（デフォルト値 985 hPa） 

 

  [Limiting value of the tropical cyclone parameters…]  

仮想台風発生時における各台風パラメータの上限値および下限値を設定します。 

 

[ds_min]  ：最接近距離の上限値（設定不可：最接近台風パラメータの抽出を行う際に対象とする台風の条件） 

[dp_min]  ：中心気圧低下量の下限値（デフォルト値 28.0hPa） 

[rm_min] ：最大旋衡風半径の下限値（デフォルト値 8.3km） 

[cc_min]  ：進行速度の下限値（デフォルト値 3.6m/s） 
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  [Reference roughness…] 

平坦で一様な粗度上の風速を算定する際の粗度長を設定します。 

 

[Z0]   ：平坦地形上粗度長（MASCOT Basic の解析時に設定した平坦地形上の粗度区分を設定します） 

 

  [Correction of Averaging time…] 

平均化時間補正時のパラメータを設定します。 

 

[Proportionality constant]  ：補正前風速に対する割合γ（デフォルト値γ=0.1） 

 [Sigma minimum]    ：補正風速の下限値σmin（デフォルト値σmin=0.00m/s） 

 ※補正風速σa は次式により与えられる 

    σa=max(γ×ut，σmin) 

 

  [Consideration of the uncertainty…] 

ガンベル分布の理論による誤差評価のパラメータを設定します。 

 

 

[σp]   ：極値風速の不確実性における気圧の観測年数の影響を考慮する場合にチェックします。 

[Gamma E] ：オイラー定数（デフォルト値 Gamma E = 0.5772） 

 

  [Design target direction of the wind…] 
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[Design target direction of the wind] ：照査対象風向とする再現期待値の風速範囲 

[wind speed range] ：風速範囲（デフォルト値 Um =1.0m/s = UR±0.5m/s） 

𝜃𝑑 =
1

𝑁
∑𝜃𝑛

𝑁

1

 

             N：𝑈𝑅 ± 0.5𝑚/𝑠のデータ個数 

2. [Monte-Carlo] 

「モンテカルロシミュレーションに基づく台風と季節風の混合気候における極値風速および風況の評価」を行

うためのケース設定をします。 

 

 

(1) [Create New Case...] 

計算ケースを新規作成します。 

 

 

[Case name]   ：計算ケース名を設定 

[Description]   ：計算ケースの内容を記述 

[Prediction site]  ：＜Select site list…＞で選択した解析地点の表示 
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＜Select site list…＞：事前に[Tool-Design Site & Speed up ratio…]で登録した解析地点リストを選択 

＜Save＞   ：設定値を保存 

＜Cancel＞  ：新規入力、変更した設定値を破棄し画面を閉じる 

 

(2) [Edit Case...] 

選択している計算ケースを編集します。 

 

※項目内容は、「Create New Case…」と同一 

 

(3) [Tropical cyclone parameters...] 

台風のパラメータを設定します。 

 

[Case name]   ：設定した計算ケース名を表示します 

[Description]   ：設定した計算ケース内容を表示します 

 

[Tropical Cyclone Database]   ：[Tool]-[Typhoon database]で設定した台風データベース情報を設定 
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[information file(*.mtdb)]    ：台風データベース情報ファイルを設定 

[Evaluation of tropical cyclone parameters] ：台風パラメータの確率分布算定の条件を設定 

[Analytical functions]    ：確率分布関数を指定 

[Central pressure difference  ∆P] ：中心気圧低下量 

・MPDF      ：混合確率分布関数※ 

[Radius of maximum winds  𝑅𝑚]  ：最大旋衡風速半径 

・MPDF      ：混合確率分布関数※ 

[Translation velocity  C]    ：進行速度 

・MPDF      ：混合確率分布関数※ 

[Approach direction  θ]    ：進行方向 

・normal      ：正規分布関数※ 

[Minimum approach distance  𝑑𝑚𝑖𝑛] ：最接近距離 

・quadratic     ：二次関数※ 

[Annual occurrence rate  λ]   ：台風年間発生数択 

・Poisson      ：ポアソン分布関数※ 

[Correlations between parameters]  ：台風パラメータ間の相関係数の算定を行うか否かの選択※ 

[Generation of virtual tropical cyclones]  ：仮想台風発生の条件を設定 

[Simulation length]     ：仮想台風を発生する年数を設定（10 万年未満としてください） 

[Consider the correlation between parameters] 

         ：台風パラメータ間の相関係数を考慮した発生を行うか否かの選択 

[Modify the parameters to fit the original probability distribution] 

         ：目標とした確率分布に沿うように、発生したパラメータの微小修 

正を行うか否かの選択 

[Prediction of wind speed]     ：風速、風向時系列算定条件を設定 

[Vertical wind profile model]   ：鉛直モデルの選択※ 

・Engineering model    ：工学的モデル 

[Consider the effect of local topography]：局所地形による風速の増速と風向偏角を考慮するか否かの設定 

[Correction of averaging time]  ：風速の平均化時間の補正を行うか否かの設定 

[Consider the uncertainty]   ：極値風速の不確実性を考慮するか否かの設定 

気 圧 の 観 測 年 数 の 影 響 を 考 慮 す る 場 合 は 、 [Option]-

[Consideration of the uncertainty ]で設定します 

[Speed up ratio]      ：風向特性を考慮した地形による平均風速の割り増し係数算定の条 

件を設定 

[Recurrence period]    ：割り増し係数を算定する再現期間を設定 

＜Save＞      ：設定値を保存 

＜Cancel＞      ：新規入力、変更した設定値を破棄し画面を閉じる 

 

※は固定選択となる項目を表しています 
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(4) [Extratropical cyclone parameters...] 

季節風のパラメータを設定します 

 

[Case name]       ：設定した計算ケース名を表示します 

[Description]       ：設定した計算ケース内容を表示します 

[The Annual Maximum Wind Speed]  ：年最大風速パラメータの設定方法を選択 

[The database of the annual maximum wind speed] 

         ：年最大風速データベースから抽出（現バージョンでは実装していませ 

ん。） 

[AMeDAS]       ：「AMeDAS data converter」結果の年最大風速ファイルから設定 

[User define]       ：ユーザーが、パラメータを入力 

＜Edit＞     ：選択した設定方法に対するパラメータの設定画面を開く 

＜Close-up＞     ：解析領域を拡大表示 

（[The database of the annual maximum wind speed]指定時のみ） 

＜Save＞     ：設定値を保存 

＜Cancel＞     ：変更した設定値を破棄し画面を閉じる 
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⚫ 年最大風速パラメータの設定方法 

① ＜The database of annual maximum wind speed＞ 

季節風の年最大風速データベースの設定 

（※データベースのリリースまで機能は利用できません） 

 

 

[Database management file(*.wsdb)] ：季節風データベース情報ファイル（※）を選択→設定 

[Period]       ：指定したデータベースの情報‐期間（開始年、終了年）が表示 

されます。 

[Height]       ：指定したデータベースの情報‐解析地点の高さ（m）が表示されます。 

解析する高さを選択します。 

[Latitude]       ：指定したデータベースの情報‐緯度範囲が表示されます。 

[Longitude]      ：指定したデータベースの情報‐経度範囲が表示されます。 

[Bin]        ：指定したデータベースの情報‐緯度および経度の格子間隔が表示 

されます。 

＜OK＞     ：設定内容を確定する 

＜Cancel＞     ：設定内容を確定せずに終了する 

 

② ＜AMeDAS＞ 

「Tool-AMeDAS data converter…」結果を設定 

 

＜Select＞を押して、「Tool-AMeDAS data converter…」より出力された年最大風速ファイル（ymax.dat）を選択しま

す 
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[Prediction sites]  ：サイト情報 

[Site name]   ：選択したサイト名 

[Average U]   ：年平均風速 

[Sigma U]   ：風速の標準偏差 

 

＜OK＞  ：設定内容を確定する 

＜Cancel＞  ：設定内容を確定せずに終了する 
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③ ＜User define＞ 任意値を設定 

 

 

[Prediction sites]   ：サイト情報 

[Site name]  ：サイト名 

[Average U]  ：年平均風速 𝑢（m/s） 

[Sigma U]  ：年平均風速の標準偏差 𝜎𝑢 

 

＜OK＞  ：設定内容を確定する 

＜Cancel＞  ：設定内容を確定せずに終了する 

 

 

＜Prediction site - Edit…＞ 

 

[Site name]   ：サイト名 

[Average U]   ：年平均風速 𝑢（m/s） 

[Sigma U]    ：年平均風速の標準偏差 𝜎𝑢 

 

＜OK＞  ：設定内容を確定する 

＜Cancel＞  ：設定内容を確定せずに終了する  
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(5) [Case Option...] 

 

p.3-12 [Edit]-[EtV]-[Case Option]参照 

 

  [Weibll parameters] 

疲労評価パラメータを設定します。 

 

[The number of classes]  ：クラス数 

[Velocity bin width]  ：速度ビン幅 

[The evaluation number of years]  ：評価年数 
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3.  [Copy Case...] 

選択している計算ケースをコピーします。 

 

[Source case]   ：コピー元ケース名 

[Destination case]   ：コピー先のケース名 

[Copy Option]   ：計算結果のコピーの有無を選択します。 

[Casefile]   ：コピー元の設定条件をコピーする場合にチェックを入れます（変更不可）。 

[Calculation Result] ：コピー元の計算結果もコピーする場合にチェックを入れます。 

 

4. [Delete Case...] 

選択している計算ケースを削除します。 

 

5. [Copy] 

View で表示される計算結果（グラフや表）をクリップボードへコピーします。 

 

6. [Export image...] 

View で表示される解析結果（グラフ）をイメージファイルで保存します。 

 

7. [Export CSV...] 

View で表示される解析結果（数表）を CSV ファイル形式で保存します。 
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3-3-3. [Run]メニュー 

計算実行、再計算実行、計算中止を行うに関するメニューです。 

 

 

1. [Start EtV] 

ツリーで選択中の「年最大風速の再現期待値および風向特性を考慮した平均風速の地形による割増係数」の解

析を実行します。 

 

2. [Start Monte-Carlo] 

ツリーで選択中の「モンテカルロシミュレーションに基づく台風と季節風の混合気候における極値風速および

風況の評価」の解析を実行します。 

 

3. [Stop] 

計算を中止します。中止した場合は途中の計算結果は破棄されます。 

 

 

  計算中は左側のダイアログが表示され、計算が正常終了しますと右側のメッセージが表示されます。 
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3-3-4. [View]メニュー 

 

台風経路図、台風パラメータの確率分布図、計算結果の表示に関するメニューです。 

 

 

1. [JMA Best track data] 

最接近パラメータ抽出対象となった台風の実台風パスを描画します。 
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2. [Prediction sites] 

最接近パラメータ抽出位置と風車建設位置の平面図を描画します。 

 

 

3. [Estimated probability distribution of tropical cyclone parameters] 

台風パラメータの確率分布算定結果と仮想台風の発生結果を描画します。 

 

 

 

観測値と仮想台風による上空風の年最大風速 

観測値、仮想台風および分布関数による台風パラメータの確率分布 台風パラメータの確率分布関数および特性 

観測値と仮想台風における台風パラメータの相関係数 
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3-a. [Comparison between the measured probability distribution of tropical cyclone parameters and the 

model function]（観測値と分布関数による台風パラメータの確率分布） 

 

[Central pressure difference  ∆P]   ：中心気圧低下量 

[Radius of maximum wind  𝑅𝑚]   ：最大旋衡風速半径 

[Translation velocity  C]    ：進行速度 

[Approach direction  θ]    ：進行方向 

[Minimum approach distance  𝑑𝑚𝑖𝑛]  ：最接近距離 

[Annual occurrence rate  λ]   ：台風年間発生数 

 

●（赤 丸）：観測値（ただし、台風年間発生数は棒グラフ） 

―（黒 線）：モデル 

×（青バツ）：仮想台風（ただし、台風年間発生数は非表示） 
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3-b. [The model functions]（台風パラメータの確率分布関数および特性） 

 

[Typhoon parameter name]    ：台風パラメータ名 

[Analytical function name & parameter]  ：確率分布関数名と関数パラメータ名 

[Value]        ：関数パラメータ設定値 

[Central pressure difference  ∆P]  ：中心気圧低下量 

[Lognormal distribution]   ：対数正規分布関数 

[μ Mean]    ：平均値 

[σ Standard deviation]  ：標準偏差 

[Weibull distribution]    ：ワイブル分布関数 

[K Shape parameter]  ：形状係数 

[C Scale parameter]  ：尺度係数 

[Mixed distribution]    ：混合確率分布関数 

[a  Mixing coefficient]  ：混合係数 

[Radius to maximum winds  𝑅𝑚]  ：最大旋衡風速半径 

[Lognormal distribution]   ：対数正規分布関数 

[μ Mean]    ：平均値 

[σ Standard deviation]  ：標準偏差 

[Weibull distribution]    ：ワイブル分布関数 

[K Shape parameter]  ：形状係数 

[C Scale parameter]  ：尺度係数 

[Mixed distribution]    ：混合確率分布関数 

[a  Mixing coefficient]  ：混合係数 

[Translation velocity  C]    ：進行速度 
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[Lognormal distribution]   ：対数正規分布関数 

[μ Mean]    ：平均値 

[σ Standard deviation]  ：標準偏差 

[Weibull distribution]    ：ワイブル分布関数 

[K Shape parameter]  ：形状係数 

[C Scale parameter]  ：尺度係数 

[Mixed distribution]    ：混合確率分布関数 

[a  Mixing coefficient]  ：混合係数 

[Approach direction  θ]    ：進行方向 

[Normal distribution]    ：正規分布関数 

[μ Mean]    ：平均値 

[σ Standard deviation]  ：標準偏差 

[Minimum approach distance  𝑑𝑚𝑖𝑛] ：最接近距離 

[Polynomial]     ：二次関数関数 

[ｚ Model coefficient]  ：近似係数 

[ r  Critical distance]  ：限界距離 

[Annual occurrence rate  λ]   ：台風の年間発生数 

[Poisson distribution]    ：ポアソン分布関数 

[ m  Mean]    ：平均年間発生数 

 

3-c. [Correlation coefficient between the tropical cyclone parameters based on measurement] (観測値と仮

想台風における台風パラメータの相関係数) 

 

[Correlation coefficient based on measurement]  ：観測値による台風パラメータ間の相関 

[Correlation coefficient based on modified orthogonal decomposition method]  

      ：修正直交変換法による仮想台風の台風パラメータ間の相関 

[ln(∆P)]      ：中心気圧低下量の対数値 

[ln(𝑅𝑚)]      ：最大旋衡風速半径の対数値 

[ln(C)]      ：進行速度の対数値 

[θ]      ：進行方向 

[𝑑𝑚𝑖𝑛]      ：最接近距離 
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・[Frequency distribution of annual maximum gradient wind speed based on measurement and simulation]（観測

値と仮想台風による上空風の年最大風速） 

 

 

上記の解析結果表示画面「（３）、（４）」は、グラフおよび表をマウス左ボタンでダブルクリックすると、選択位置の

グラフおよび表が別ウィンドウで表示されます。 

例：（４）の[Central pressure difference ΔP]のグラフをマウス左ボタンでダブルクリックすると、下図が表示さ

れます。 

 

さらに、ツールバー の ボタンをクリックすると、選択されているビューの内容をク

リックボードへコピーできます。 
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4. [Etv] 

Etv 選択時 

 

(1) [Estimated topographic multiplier] 

風向特性を考慮した地形による平均風速の割り増し係数の算定結果を表示します。 

 

[No.] ：風車建設地点 No. 

[Site] ：風車建設地点名称 

[EtV] ：50 年再現期待値に対応する風速比（Typhoon 結果） 

[EtV(θd)] ：風向特性を考慮した地形による風速の割り増し係数 

[EtS(θd)] ：地形による変動風速の補正係数 

[EtI(θd)] ：地形による乱流強度の補正係数 

[θd] ：照査対象風向（度、北から時計回りの角度） 

＜Clipboard copy＞  ：リストをクリップボードにコピー 

＜Export csv file＞  ：リストを CSV 形式ファイルに出力 

 

(2) [Estimated probability distribution of the annual maximum wind speed of tropical 

cyclone…] 

モンテカルロシミュレーションにより発生させた仮想台風による年最大風速の非超過確率分布および再現期値を

描画します。 

 

赤線：上空における年最大風葬の確率分布 

青線：平坦地形における年最大風速の確率分布  
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5. [Monte-Carlo] 

Monte-Carlo 選択時 

 

 

(1) [Estimated probability distribution of the annual maximum wind speed…] 

年最大風速の非超過確率分布および設計風速を描画します。 

 

 

 

 

＜Tropical Cyclone＞   ：台風の年最大風速の非超過確率分布を描画 

＜Extratropical Cyclone＞  ：季節風の年最大風速の非超過確率分布を描画 

＜Combined Cyclone＞   ：混合風の年最大風速の非超過確率分布を描画 

＜All＞      ：全ての年最大風速の非超過確率分布を描画 

＜List＞      ：極値風速パラメータリストの表示 

＜Export CSV＞    ：年最大風速の非超過確率分布のデータ（時系列データ）を CSV 形式で出力  



第 3 章  

 3-32 

＜List＞ 

 

[Number of decimal places] ：小数点以下の桁 

[Site name] ：解析地点名称 

[R]   ：再現期間（年） 

[UC]   ：混合気候における風速 

[θd]   ：照査対象風向 

[UT]   ：台風による風速（不確実性の考慮を有効とした場合はσU,T , σP,T を考慮） 

[UE]   ：季節風による風速（不確実性の考慮を有効とした場合はσE を考慮） 

[σC]   ：混合成因による風速の標準偏差 [※] 

[σUT]   ：台風による風速の標準偏差(風速の観測年数による影響) [※] 

[σPT]   ：台風による風速の標準偏差(気圧の観測年数による影響) [※2] 

[σUE]   ：季節風による風速の標準偏差 [※] 

[α]   ：風速の標準偏差における成因の重み係数 [※] 

＜Clipboard copy＞  ：リストをクリップボードにコピー 

＜Export csv file＞  ：リストを CSV 形式ファイルに出力 

 

[※]不確実性を考慮した場合のみ表示 
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(2) [List of estimated probability distribution of the annual maximum wind speed] 

 

 

(3) [Weibull] 

疲労評価のための強風頻度結果を表示します。 

 

X 軸：10 分平均風速 U(m/s) 

Y 軸：年間発生時間(分) 
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＜Tropical Cyclone＞   ：台風の分布を描画 

＜Extratropical Cyclone＞  ：季節風の分布を描画 

＜Combined Cyclone＞   ：混合風の分布を描画 

＜All＞     ：全ての分布を描画 

＜List＞     ：極値風速パラメータリストの表示 

＜Export CSV＞    ：風速データを CSV 形式で出力 

 

＜List＞ 

 

[U(m/s)]  ：平均風速 

[Weibull - tc]  ：台風のワイブル分布 

[Weibull - ec]  ：季節風のワイブル分布 

[Weibull - cc]  ：混合風のワイブル分布 

[Time(min.) - tc]  ：台風の年間発生時間（分） 

[Time(min.) - ec]  ：季節風の年間発生時間（分） 

[Time(min.) - cc]  ：混合風の年間発生時間（分） 

[Ratio(%) - tc]  ：台風時における強度頻度（%） 

[Ratio(%) - ec]  ：季節風時における強度頻度（%） 

[Ratio(%) - cc]  ：混合風時における強度頻度（%） 

[Clipboard copy]  ：リストをクリップボードにコピー 

[Export csv file]  ：リストを CSV 形式ファイルに出力 
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＜Parameter＞ 

 

[The number of classes] ：風速ランク分割数 

[Bin] ：風速ランク幅 

[Evaluation years] ：評価年数 

[TC Weibull K] ：台風によるワイブルパラメータ K 

[TC Weibull C] ：台風によるワイブルパラメータ C 

[EC Weibull K] ：季節風によるワイブルパラメータ K 

[EC Weibull C] ：季節風によるワイブルパラメータ C 

[α] ：混合係数 

[Clipboard copy] ：リストをクリップボードにコピー 

[Export csv file] ：リストを CSV 形式ファイルに出力 
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6. [List…] 

解析結果のリストを描画します。 

前面に表示されているグラフに関連するリストがある場合に使用可能です。 

 

＜Clipboard copy＞  ：リストの内容をクリップボードにコピー 

＜Export csv file＞  ：リストの内容を CSV 形式ファイルに出力 
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7. [Toolbars and Docking Windows] 

 

 

[Standard]   ：基本ツールバー①の表示／非表示を切り替えます。 

[Project]   ：プロジェクトツリー②の表示／非表示を切り替えます。 

[Output]   ：アウトプットウィンドウ③の表示／非表示を切り替えます。 

 

8. [Status Bar] 

[Status Bar]  ：ステータスバー④の表示／非表示を切り替えます。 

 

  

①  

②  

③  

④  
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3-3-5. [Tool]メニュー 

台風データベース、風車建設地点および風速比等の設定に関するメニューです。 

 

 

 

1. [Typhoon database...] 

台風データベースに関する設定を行います。 

 

 

[Database directory]  ：台風データベースの保存されているフォルダーを指定します。 

 MASCOT Offshore をデフォルトのインストール先にインストールされた場合、

次のフォルダーに配置されます（※PC のシステムドライブが“C：”の場合）。 

“C:¥Program Files (x86)¥MASCOT¥MASCOT Offshore V1¥TDB¥” 

[Kind of the database] ：解析に用いる台風データベースの種類を指定します。 

 通常、陸上であれば“RDSCt”を、洋上であれば“R-15”を選択します。 

[Period of extracted data] ：解析に用いる台風データベースの期間を指定します。 

[All periods of data] ：台風データベースの全期間を対象とする 

[Arbitrary period]  ：対象とする期間を指定する 

[DB information file name]：解析に用いる台風データベース情報を保存するファイル名を指定します。 

 台風データベース情報ファイルのデフォルトの保存先はプロジェクトフォルダー

内の”Library¥Typhoon_DB¥”です。 

＜Save＞  ：設定値の保存を行います。 

＜Cancel＞ ：設定値を破棄して前画面に戻ります。 
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2. [Design-site & Speed up ratio...] 

解析地点毎の風速比等の登録 

 

 

(1) [Create...] 

風車建設地点に関する設定を行います。 

 

 

 

 

MASCOT Project file ：MASCOT Engineering のプロジェクトファイルを指定します。 

事前に MASCOT Engineering で平均風速の地形による割増係数を算定しておく必要があります。※ 

Project tree：[MASCOT Project file]で指定した project tree が表示されます。 

 

※16 風向（22.5 度ピッチ）の解析結果のみに対応しています。 

  

B 画面 C 画面 

A 画面 
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 ：[Project tree]で選択したプロジェクト情報を MASCOT Offshore のプロジェクトに

インポートします。インポートされるプロジェクト情報は以下の 7 つです。 

・Site name ：解析地点名 

・Latitude ：解析地点の緯度 

・Longitude ：解析地点の経度 

・Height ：解析地点の高さ（m） 

・EtV ：風向別の平均風速の地形による割増係数 

・Yaw ：風向別の風向偏角 

・EtS ：風向別の変動風速の地形による補正係数 

・上記以外の風向別の情報についても保存されていますが、画面上では確認することはできませ 

ん。確認が必要な場合は、MASCOT Engineering から確認してください。 

[Site information] ：インポートした解析地点情報のリストが表示されます。 

[Site list file]  ：解析地点毎の風速比等の情報を保存するファイル名を指定します。 

解析地点毎の風速比情報ファイルのデフォルトの保存先はプロジェクトフォルダ内の 

[Library]-[ WS_Ratio]です。 

＜View＞  ：[Site information]で選択した解析地点の位置情報、風向別情報が表示されます 

（A 画面 参照）。 

＜Add＞  ：MASCOT Engineering から風車建設地点に関する設定を行わず、ユーザが任意に設定 

の追加を行います（B 画面参照）。 

＜Edit＞  ：風車建設地点に関する設定の登録後、登録情報の編集を行います（C 画面参照）。 

   ※編集内容は上記の＜Add＞と同じです。 

＜Delete＞ ：風車建設地点に関する設定の登録後、登録情報の削除を行います。 

＜Save＞  ：設定値の保存を行います。 

＜Cancel＞ ：設定値を破棄して前画面に戻ります。 

 

（A 画面）  
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（B 画面）  

 

 

[Site name]  ：風車建設地点名称 

[Latitude]  ：緯度（旧日本測地系） 

[Longitude]  ：経度（旧日本測地系） 

[Height]  ：ハブ高さ(m) 

＜Edit＞ ：風向別の平均風速の割増係数、風向偏角、変動風速の補正係数の入力・編集を行います。 

 

＜OK＞  ：設定値の保存を行います。 

＜キャンセル＞：設定値を破棄して前画面に戻ります。 
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（C 画面）  

 

 

 

(2) [Edit...] 
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＜Add＞  ：以下の画面が表示され、任意地点の追加を行います。 

 

 

＜Edit＞  ：以下の画面が表示され、[Site information]で選択した地点の編集を行います。 

 

 

＜Delete＞  ：[Site information]で選択した地点を削除します。 
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＜View＞  ：以下の画面が表示され、[Site information]で選択した地点の位置情報、風向別情報が表示さ 

れます。 

 

＜Save＞  ：設定値の保存を行います。 

＜Cancel＞  ：設定値を破棄して前画面に戻ります。 
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3. [Create wind speed ratio…] 

2 地点間の風向別風速比・風向偏角ファイルの作成を行います。 

 

 

 

[MASCOT Basic folder] ：MASCOT Basic のプロジェクトフォルダを指定します。 

[Reference Site]  ：風速比を算定する場合の基準地点（分母）となる地点の緯度・経度・高さが表示され 

ます。デフォルトでは、MASCOT Basic の解析中心座標が設定されます。 

＜Edit＞   ：以下の画面が表示され、基準地点の設定値の編集を行います。 

 

 

[Prediction Site] ：風速比を算定する場合の予測地点（分子）となる地点の緯度・経度・高さを登録します。 

デフォルトでは、MASCOT Basic の[Edit]-[Option]-[Site]で登録した地点が登録されます。 

＜Add from offshore case＞ ：MASCOT Offshore で登録したケースから地点情報をインポートします。 
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＜Add＞ ：以下の画面が表示され、予測地点の名称・緯度・経度を新規登録します。 

 

 

＜Edit＞ ：以下の画面が表示され、登録済みの予測地点の名称・緯度・経度を編集します。 

 

＜Delete＞ ：登録済みの予測地点を削除します。登録済みの予測地点リストから削除対象の地点を選択（下 

図参照）し、[Delete]をクリックします。確認のメッセージが表示されますので、よろしけれ 

ば「はい(Y)」をクリックします。 

 

 

 

＜View＞ ：2 地点間の風向別風速比および風向偏角グラフを表示します。表示の際、2 地点間の風向別風
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速比および風向偏角を計算（＜RUN＞実行）後に表示してください。未計算の場合は正しく表

示されません。 

 

[No.]   ：地点登録番号（連番） 

[Site]   ：地点名称 

[Latitude]   ：緯度 

[Longitude]   ：経度 

[Height]   ：高さ(m) 

[Wind Speed Ratio] ：地形による平均風速の割増係数 

[Deflection Angle] ：風向偏角 

[マップ]   ：MASCOT Project からインポートしたときは等高線と登録地点（赤丸）が表示されま 

す。 

 

[Extraction height] ：予測地点の高さを設定します｡ 

[Output folder]  ：風速比算定結果を保存するフォルダを指定します。デフォルトでは、MASCOTOffshore 

のプロジェクトフォルダ内の[Library]-[CompareMPD]を選択します。 
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＜Import settings＞ ：過去に作業した設定条件ファイルを読み込みます。設定条件ファイルは風速比算 

定結果と同じフォルダに保存されている[Description_CompareMPD.min]を選 

択します。 

 

＜Detail＞ ：基準地点および予測地点の風向偏角を考慮するか否かの選択をします。デフォルトでは 

両地点とも風向偏角を考慮（チェック有り）します。 

※Measure-Correlate- Predict (MCP) 法では基準地点の風向偏角が大きいと精度が悪くなりますので注意が必要です。 

 

＜RUN＞  ：2 地点間の風向別風速比・風向偏角ファイルの作成を実行します。 

＜Cancel＞ ：設定値を破棄して前画面に戻ります。 
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4. [Convert time series data…] 

基準地点の風向・風速時系列データを風向別風速比・風向偏角で予測地点へ変換します。 

 

 

[Ratio file]：[Tool]-[Create wind speed ratio]で作成した風向別風速比・風向偏角ファイルを設定します。 

Extract_Site_result.csv 

 

 

[Time series file] ：変換元の風向・風速時系列データの登録、削除および登録済みデータのリストを表示します。 

＜Add＞ ：変換元の風向・風速時系列データの登録を行います。 

 

＜Delete＞：変換元の風向・風速時系列データの削除を行います。 

＜View file…＞：登録した風向・風速時系列データの詳細を表示します。  



第 3 章  

 3-50 

 

 

①、②、③ 設定した行、列を色で示します。 

＜OK＞をクリックすると、以下に反映されます。 

 

[Row]      ：変換元の風向・風速時系列データに関する読み込み行数などの設定を行 

います。 

[First reading]    ：風向値・風速値の読み込み開始行を指定します。 

[Last reading]    ：風向値・風速値の読み込み終了行を指定します。 

[End of file]   ：時系列データの最終行まで読み込みます。 

[Specified]    ：時系列データの指定した行数まで読み込みます。 

[Extract row column names] ：行の列名を抽出します。 

[Row of column names] ：列名の行数を指定します。  

① 

② 

③ 

① 

② ③ 

② 

③ 

① 
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[Wind speed]     ：風速値の有効範囲を指定します。 

[Column of time series file] ：風速値の列を指定します。 

[Column of ratio file]  ：風速値の列を指定します。 

[Lower limit]    ：風速値の有効範囲の下限値を指定します。 

[Upper limit]    ：風速値の有効範囲の上限値を指定します。 

 

[Wind direction]    ：風向値の有効範囲を指定します。 

[Column of time series file] ：風向値の列を指定します。 

[Column of ratio file]  ：風向値の列を指定します。 

[Lower limit]    ：風向値の有効範囲の下限値を指定します。 

[Upper limit]    ：風向値の有効範囲の上限値を指定します。 

[Interpolation of the wind direction]：風向別風速比。風向偏角をビン幅で一定値を用いるか風向間を一次線形内挿 

した値を用いるかを指定します。 

[Interpolation of the wind direction] ：風向間を内挿する場合はチェックを入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[Output file]   ：出力ファイルの保存フォルダやファイル名の設定を行います。 

[Description]  ：指定した文字列のフォルダが以下の[Output folder]内に作成され、作成された風向別風 

速比・風向偏角値ファイルが保存されます。 

[Output folder]  ：指定したフォルダ内に、上記の[Description]で指定した文字列のフォルダが作成され、 

作成された風向別風速比・風向偏角値ファイルが保存されます。 

[Header]   ：指定した文字列が変換元のファイル名の先頭に付加されます。 

[Footer]   ：指定した文字列が変換元のファイル名の末尾に付加されます。 

 

＜Import settings＞：過去に風向別風速比・風向偏角値ファイルを作成した際に保存された設定ファイルを 

読み込みます。設定ファイルは[Library¥ConvertTimeSeries]フォルダ内に以下のフ 

ァイル名で保存されています。 

Description_ConvertTimeSeries.min 

＜RUN＞  ：解析を実施します。 

＜Close＞  ：処理をせずに画面を閉じます。  

風
速
比 

風向 

ビン幅 
ビン幅で評価した風速比 
内挿して評価した風速比 

変換元風向 
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5. [AMeDAS data converter…] 

アメダスデータのデータフォーマットを変更しつつ、MASCOT Offshore に取り込みます。 

 

＜From CD-ROM…＞ ：アメダス CD（半年毎）から抽出する場合に選択します。 

＜From Folder＞  ：PC 内のフォルダ等に一括保存されたアメダスデータから抽出する場合 

に選択します。 

 

[From CD-ROM...]を選択した場合の画面を以下に説明します。 

 

[Drive]    ：CD-ROM ドライブを指定します。 

[Browse]    ：アメダスデータとサイト情報ファイル（IDXyyyy.mm）の保存先フォルダが表示されま 

す。（※1） 

[Data folder]  ：アメダスデータの保存先フォルダが表示されます。通常は CD-ROM ドライブです。 

[Index folder(idx¥)] ：サイト情報ファイル（IDXyyyy.mm）の保存先フォルダが表示されます。通常は空白が 

表示されます。 

<Load>  ：挿入された CD-ROM ドライブ内のアメダスデータ等の情報を読み込みます。 

[AMeDAS data information]：読み込まれたアメダスデータ等の情報を表示し、処理を行う時期やサイトを選択しま 

す。（※2） 

[Data] ：CD-ROM に収録されているアメダスデータの期間を月別に表示します。処理を行う月を 

選択します。デフォルトでは全期間が選択された状態で表示されます。 

[Select sites] ：サイト情報ファイル（IDXyyyy.mm）に記述された観測地点名と観測地点番号（5 桁）が 

表示されます。 
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[Output folder] ：CD-ROM から取り込んだデータの保存先フォルダを表示します。 

保存先フォルダは以下の通りで、変更することはできません。 

   .\MASCOT Typhoon Priject Folder \Liblary\AMeDAS_TS\ 

取り込んだデータのファイル名は観測地点番号（5 桁）+年（西暦）です。 

   iiiii_yyyy.csv 

 

<Convert> ：アメダスデータの変換・取り込み処理を実行します。 

<Close> ：処理をせずに画面を閉じます。 

 

※1 （財）気象業務支援センターからの「アメダス 10 分値データ（csv 形式）」の提供は、2009 年分

までで終了しておりますので、2010 年以降の気象データは、以下の手順で作成してください。 

(a) 1 年分のデータ（1 月 1 日から 12 月 31 日まで）を 1 ファイルとして、必要な年数分ダウンロードして

ください。 

(b) ダウンロードした CSV データは、風向が東西南北の感じで記載されていますので、Excel 等で 16 方位

の数値に変換してください。（北が 0） 

(c) データの 4 行目まではコメント行ですので、頭にコメント行を表す“#”を付加してください。 

※2 通常、アメダスデータ CD-ROM のフォルダ構成は以下の通りですが、ごく稀に通常とは異なる構

成の CD が存在します。その場合は[Drive]で[Browse]を選択し、[Data folder][Index 

folder(idx¥)]を設定します。 

  

 

  

各フォルダを選択 

[Browse]を選択 
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6. [Divide the wind velocity according to the origin…] 

風向・風速の時系列データを台風と季節風に別けて各成因における年最大風速を抽出し、季節風による再現期待値を算

出します。 

 

[Description]   ：指定した文字列のフォルダが以下の[Output folder]内に作成され、解析結果が保存され 

ます。 

[MASCOT Offshore Case] ：MASCOT Offshore のケースファイルを指定します。 

 

[Time series data]  ：成因別年最大風速を抽出する風向・風速時系列データの登録、削除および登録済みデー 

タのリストを表示します。 

＜View file…＞ ：処理対象の風向・風速時系列データの詳細を表示します。 

 

①■年～分までは必須項目です。 

②文頭に”#”をつけるとコメント行になります。 

  

① 

② 
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＜Add＞   ：処理対象の風向・風速時系列データの登録を行います。 

 

 

＜Delete＞  ：処理対象の風向・風速時系列データの削除を行います。 

 

[Recurrence period]  ：算出する再現期待値の再現期間を設定します。 

 

[Column]    ：風速値、風向値の記述されているカラム番号を指定します。 

[Convert AMeDAS]で処理したアメダス時系列データを処理する場合は設定値 A、 

アメダス時系列データを[Convert Time series ]で変換した時系列データを処理する場

合は設定値 B を設定してください。 

[Wind speed]  ：風速値の記述されているカラム番号を指定します。 

     （設定値 A:7,   設定値 B:11） 

[Wind direction] ：風向値の記述されているカラム番号を指定します。 

     （設定値 A:6,   設定値 B:13） 

[Output folder]   ：指定したフォルダ内に、上記の[Description]で指定した文字列のフォルダが作成され、 

解析結果が保存されます。 

＜Inport settings＞：過去に処理をした際に保存された設定ファイルを読み込みます。設定ファイルは  

[Library¥ CompositionTandS]フォルダ内に以下のファイル名で保存されています。 

Description_DivideWindVelocity.min 

＜View＞  ：解析結果として季節風による年最大風速の非超過確率分布図を表示します。 

＜RUN＞  ：解析を実施します。 

＜Close＞  ：設定を中止し、画面を閉じます。 
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7. [Composition of the tropical wind and the seasonal wind…] 

台風と季節風による混合気候における年最大風速の再現期待値を算定します。 

 

 

[Description] ：指定した文字列のフォルダが以下の[Output folder]内に作成され、解析結果が保存されます。

[MASCOT Offshore Case file(CaseData.min)] ：MASCOT Offshore のケースファイル(CaseData.min)を指定しま 

す。ケースファイルは MASCOT Offshore のプロジェクトフォルダ内に保存されています。 

[MASCOT Offshore プロジェクトフォルダ]¥ Project¥EtV¥CASENAME¥  

＜Load＞ ：選択した MASCOT Offshore のケースファイル(CaseData.min)のサイト情報と台風シミュ 

レーションから得られた台風による年最大風速値ファイルを読み込みます。 

[Site list]  ：成因別年最大風速を抽出する風向・風速時系列データの登録、削除および登録済みデータの 

リストを表示します。 

＜Edit＞ ：＜Load＞で読み込んだサイト毎に季節風による年最大風速値ファイルを指定します。 

 

＜Delete＞ ：サイトを削除します。 

＜View＞ ：台風、季節風、混合気候による年最大風速の非超過確率分布を表示します。 

 

[Recurrence period]  ：算出する再現期待値の再現期間を設定します。 

[Consideration of the uncertainty]：極値風速の不確実性における風速の観測年数の影響を考慮するか否かを指定し 

ます。 

[σp]    ：極値風速の不確実性における気圧の観測年数の影響を考慮するか否かを指定します。 

本機能はモンテカルロシミュレーションによる結果にのみ反映されます。 
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[Output folder]  ：指定したフォルダ内に、上記の[Description]で指定した文字列のフォルダが作成され、解析 

結果が保存されます。 

 

＜Import settings＞ ：過去に処理をした際に保存された設定ファイルを読み込みます。設定ファイルは 

[Library¥CompositionTandS]フォルダ内に以下のファイル名で保存されています。 

  Description_CompositionCyclone.min 

＜Detail＞   ：照査対象風向算定時の再現期待風速周りの風速範囲を指定します。 

 

 

[Design target direction of the wind] ：照査対象風向とする再現期待値の風速範囲 

[wind speed range]    ：風速範囲（デフォルト値 Um =1.0m/s = UR±0.5m/s） 

𝜃𝑑 =
1

𝑁
∑𝜃𝑛

𝑁

1

 

          N：𝑈𝑅 ± 0.5𝑚/𝑠のデータ個数 

 

＜View MCS＞ ：モンテカルロシミュレーションによる台風の年最大風速を用いた混合成因による年最大風

速の非超過確率分布図を表示します。 

解析地点が複数あり、全解析地点が 1 画面に収まらない場合は複数ページにわたり描画しま

す。ページ送りは  をクリックする事により行えます。初期画面では季節風、台風、混

合気候の 3 種の年最大風速の非超過確率分布図を 1 図面に重ね書きします。

で描画する年最大風速の成因を選択することができます（下記、右図）。 

 （＜RUN＞実行）後に表示してください。 

 

さらに、 ボタンをクリックする事により、設定画面で指定した再現期間における風速や風速の標準偏差の一覧
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表を表示します。表示項目は以下の通りです。 

[site name]  ：解析地点名称 

[UC]   ：混合気候における風速 

[θd]   ：照査対象風向 

[UT]   ：台風による風速（不確実性の考慮を有効とした場合は σUT、σPT を考慮） 

[UE]   ：季節風による風速（不確実性の考慮を有効とした場合は σE を考慮） 

[σC]   ：混合成因による風速の標準偏差 [※] 

[σUT]   ：台風による風速の標準偏差（風速の観測年数による影響）[※] 

[σPT]   ：台風による風速の標準偏差（気圧の観測年数による影響）[※2] 

[σUE]   ：季節風による風速の標準偏差 [※] 

[α]   ：風速の標準偏差における成因の重み係数 [※] 

 

[※]不確実性を考慮した場合のみ表示 

 

 

 

 

＜View MCP＞ ：MCP 法（相関法）による台風の年最大風速を用いた混合成因による年最大風速の非超過確 

率分布図を表示します。 

解析地点が複数あり、全解析地点が 1 画面に収まらない場合は複数ページにわたり描画し 

ます。ページ送りは  をクリックする事により行えます。初期画面では季節風、台風、 

混合気候の 3 種の年最大風速の非超過確率分布図を 1 つのグラフに重ね書きします。

で描画する年最大風速の成因を選択することができます（下記、右図）。 

 （＜RUN＞実行）後に表示してください。 

   

さらに、  ボタンをクリックする事により、設定画面で指定した再現期間における風速や風速の標準偏差の一
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覧表を表示します。表示項目は以下の通りです。 

[site name]  ：解析地点名称 

[UC]   ：混合気候における風速 

[θd]   ：照査対象風向 

[UT]   ：台風による風速（不確実性の考慮を有効とした場合は σUT、σPT を考慮） 

[UE]   ：季節風による風速（不確実性の考慮を有効とした場合は σE を考慮） 

[σC]   ：混合成因による風速の標準偏差 [※] 

[σUT]   ：台風による風速の標準偏差(風速の観測年数による影響) [※] 

[σPT]   ：台風による風速の標準偏差(気圧の観測年数による影響) [※2] 

[σUE]   ：季節風による風速の標準偏差 [※] 

[α]   ：風速の標準偏差における成因の重み係数 [※] 

 

[※]不確実性を考慮した場合のみ表示 

[※2]MCP 法では気圧の観測年数による影響は考慮されないため常に 0.0 となります。 

 

 

＜RUN＞ ：解析を実施します。 

＜Close＞ ：設定を中止し、画面を閉じます。 
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3-3-6. [Window]メニュー 

ビュー（子ウィンドウ）の表示／非表示、メインウィンドウへの配置に関するメニューです。 

 

 

1. [Cascade] 

複数のウィンドウを少しずつずらしながら重ねて表示します。 

 

2. [Tile Horizontal] 

複数のウィンドウを各ウィンドウが重ならないようにタイル状に並べて表示します。 

 

3. [Arrange Icons…] 

アイコンを整列します。 

 

4. [Windows…] 

表示されたビューを操作します。 

 

 

 

 

3-3-7. [Help]メニュー 

MASCOT Offshore についての情報、ユーザーズ・マニュアルの表示などのメニューです。 
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1. [Users Manual…] 

ユーザーズ・マニュアルを表示します（PDF 形式）。 

 

 

2. [MASCOT Website...] 

MASCOT のホームページを表示します。 
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3. [About MASCOT Offshore...]   

MASCOT Offshore のバージョン情報を表示します。（ツールバー  ） 
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第4章 Modelling (理論) 

  

 本章では、MASCOT Offshore の理論について説明します。 

 

第 4 章 Modelling (理論) ..................................................................................................................................................4-1 

4-1. 台風シミュレーション手法の流れ ........................................................................................................................4-2 

4-2. 台風データベースの概要 ......................................................................................................................................4-3 

4-3. 台風パラメータの確率分布の推定 ........................................................................................................................4-4 

4-4. 台風の発生 ...........................................................................................................................................................4-7 

4-5. 上空風の推定 ........................................................................................................................................................4-9 

4-6. 一様粗度上の風向・風速の算定 .........................................................................................................................4-10 

4-7. 実地形上の風向・風速の算定 ............................................................................................................................. 4-11 

4-8. 台風シミュレーションによる平均風速の地形による割増係数の評価 ................................................................4-13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2011.10.11 
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4-1. 台風シミュレーション手法の流れ 

 

図‐ 4.1 には台風シミュレーション手法の流れを示します。はじめに過去の台風観測データベースより、台風の気圧

場を表す 5 つのパラメータである中心気圧低下量 P 、最大旋衡風速半径 mR 、進行速度C 、進行方向、最接近距離 mind

および台風の年発生数に対してモデル化をして確率分布を求めます。次に、台風の気圧場パラメータおよび台風の年

発生数の確率分布に従い、人工的に台風の気圧場を発生させます。そして、発生させた台風の気圧場から上空風を求

め、強風の鉛直分布特性を考慮して一様粗度上の風速を算定します。さらに、別途気流シミュレーションより求めた風向

別風速割増係数により地表面の粗度や地形の効果を考慮した地上風を算出します。最後に、台風シミュレーションにより

求めた 10 分平均風速および風向を算出し、年最大風速と風向を抽出すると共に、空間の風向特性を考慮した地形による

平均風速の割増係数を評価します。 

 

 

 

図‐ 4.1 台風シミュレーションのフロー 

 

  

台風データベース 

4-2  

上空風の推定 

4-5 

風向別風速割増係数 

4-7 

所定年数 

YES 

NO 

台風パラメータの確率分布の算定 

4-3 

台風の発生 

4-4 

一様粗度上の風向・風速の算定 

4-6 

実地形上の風向・風速の算定 

4-7 

平均風速の地形による割増係数の評価 

4-8 
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4-2. 台風データベースの概要 

 

台風データベースは表‐ 4.1 に示す観測資料を基に作成した。台風データベースに記述されている値は台風番

号、最接近時の月日時、緯度、経度のほか、台風の気圧場を表すパラメータである中心気圧低下量 P 、最大旋衡

風速半径 mR 、進行速度C 、進行方向、最接近距離 mind 等が記述されています。 

表‐ 4.1 台風に関する観測資料 

 
期間 

(year) 

時間間隔 

(hour) 

気圧精度 

( hPa ) 
出典 

台風経路データ 
1951-1990 

1991-2008 

6 

3～6 
5 気象庁 

海面気圧データ 
1961-1990 

1991-2008 

3 

1 

0.1 

0.1 
気象庁 

天気図 
1951-1995 

1996-2008 

12 

6 

5 

5 
気象庁 

 

 

台風データベースから最接近パラメータ抽出対象となった台風の実台風パスの例を下図に示します。 
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4-3. 台風パラメータの確率分布の推定 

 

本節では、モンテカルロ法により人工的に台風を発生させる際に基となる、台風の気圧場を表す台風パラメータ

および台風の年発生数の確率分布の推定方法について述べます。 

まず、気象台における過去に観測された台風時の気圧場より、対象地点から半径 500km 以内の地点を通過し、

中心気圧が 985hPa 以下となった台風を台風の気圧場を表す 5 つの台風パラメータ、中心気圧低下量 P 、最大旋

衡風速半径 mR 、進行速度C 、進行方向、最接近距離 mind および台風の年発生数により表す。台風の年発生数

はポアソン分布関数、最接近距離 mind は二次関数、進行方向 は正規分布関数でモデル化し、中心気圧低下量

P 、最大旋衡風速半径 mR 、進行速度C は石原ら 1)によって提案された対数正規分布とワイブル分布に基づく混

合確率分布関数 MPDF（Mixed Probabilistic Distribution Function）によりモデル化します（表‐ 4.2）。ここで、

混合確率分布関数の右辺第一項は対数正規分布関数、右辺第二項はワイブル分布関数を表す。それぞれの関数のパ

ラメータは、は平均値、 は標準偏差、k は形状係数、c は尺度係数、a は混合係数、 z は近似係数、 r は限界

距離、 m は平均年発生回数、 x は年間発生数である。図‐ 4.2 には銚子気象台における各台風パラメータの確率

分布の推定結果を観測値とともに示します。なお、観測値は前出の表‐ 4.1 に示した台風に関する観測資料を基と

した台風最接近時における値である。さらに、中心気圧低下量 P 、最大旋衡風速半径 mR については式(4.1)、(4.2)

により同定しました。 

( ) exp m
C

R
p r p p

r

 
    

 
 (4.1) 

Cp p p  
 (4.2) 

 

ここで、 ( )p r は半径 r における気圧、 Cp は中心気圧、 p は中心気圧低下量、 mR は最大旋衡風速半径、r は台風

中心からの距離、 pは周辺気圧を示します。 

表‐ 4.2 台風パラメータの確率分布関数 

台風パラメータ 確率分布関数 

中心気圧低下量 P  

混合確率分布 

（MPDF） 

 

 

2

1

1 1 ln
exp

22

1 exp

M

k k

x
F x a

k x x
a

c c c







  
    

   

    
       

     

 最大旋衡風速半径
mR  

進行速度C  

進行方向  正規分布 

2
1 1

( ) exp
22

S

x
F x





  
   

   

 

最接近距離 mind  二次関数 
2

min ( ) ( 2 )d x zx z r x r     

台風の年発生数  ポアソン分布 
 exp

( )
!

x
m m

x
x

 



  
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本プログラム実行例 
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 a)中心気圧低下量 P  b)最大旋衡風速半径 mR  

 

   
 c)進行速度C  d)進行方向  

 

   

 e)最接近距離 mind  f)年発生頻度  

 

図‐ 4.2 台風パラメータの確率分布の例 
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4-4. 台風の発生 

 

本節では前節の手法により推定した台風の気圧場を表す 5 つの台風パラメータおよび台風の年発生数の確率分布に基

づきモンテカルロ法により人工的に擬似台風を発生させる方法について述べます。 

台風パラメータの確率分布に基づきモンテカルロ法により人工的に擬似台風を発生させる際には、台風パラメータの

確率分布を正確に再現するだけでなく、パラメータ間の相関関係も忠実に再現する必要です。ここでは石原ら 1）によっ

て提案された修正直交変換法 MOD(Modified Orthogonal Decomposition)を用います。この手法は以下の三つのステッ

プからなります。 

 

（１） 独立パラメータへの直交変換 

まず相関をもつ台風パラメータを独立パラメータへの直交変換を行ないます。台風の気圧場を表すパラメータ、気圧低

下量 P 、最大旋衡風速半径 mR 、進行速度C 、進行方向、最接近距離 mind から構成されるベクトルは次式により表し

ます。 

        minln , ln , ln , ,
T

i mx P R C d   (4.3) 

台風パラメータ間の共分散行列を S とし、固有値 k と固有ベクトル k の関係は次式により表すことができます。 

   0k kS E    (4.4) 

独立パラメータ iz は相関をもつ台風パラメータ ix と固有ベクトルの行列   により次式から求めることができます。 

    i iz x  (4.5) 

このように得られた独立パラメータ iz は正規分布と一様分布に基づく混合確率分布関数により近似します。 

 

 

（２） 相関の持つ台風パラメータへの逆変換 

次に、独立パラメータ iz の確率分布に基づき、モンテカルロ法により発生した台風パラメータ 'iz に固有ベクトル

の逆行列をかけて、相関の持つ台風パラメータ 'ix への逆変換を次式により行います。 

     
1' '

i ix z


  (4.6) 

 

 

（３） 目標とした確率分布への修正 

逆変換により求められた台風パラメータ 'ix を台風パラメータの目標確率分布と完全に一致させるために、台風パラ

メータ 'ix と目標確率分布により発生した台風パラメータ iz をそれぞれ昇順に並べ、目標確率モデルにより発生した

台風パラメータ iz の値に合うように逆変換された台風パラメータ 'ix の値を修正します。このように修正された台風

パラメータ 'ix は台風パラメータの組みを変えないため、目標確率分布と一致するとともに、相関関係も満足していま

す。 

表‐ 4.3 に示した修正直行変換法により求めた相関関係は、台風の観測データにより求めた相関関係を精度よく再現

しており、図‐ 4.3 に示したように目標とした確率分布とも一致しています。 
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表‐ 4.3 台風パラメータの相関関係の例

 

 

   
 a)中心気圧低下量 P  b)最大旋衡風速半径 mR  

 

   
 c)進行速度C  d)進行方向  

 

   
      e)最接近距離 mind  

    

図‐ 4.3 修正直行変換法による台風パラメータの確率分布の例 
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4-5. 上空風の推定 

 

本節では、前節で人工的に発生させた 5 つの台風パラメータにより上空風を推定する手法について述べます。 

上空風の推定は石原ら 2）によって提案された台風モデルを用いて算出します。この手法では上空風は台風時の気圧

分布を Schloemer の式（式(4.7)）で表し、傾度風平衡に基づいて式(4.8)から算出します。上空風は周方向成分 gv の

みを持つと仮定し、式(4.9)に示すように半径方向成分 rgv の風速は 0 としました。 

( ) exp m
C

R
p r p p

r

 
    

 
 (4.7) 

2

2 2
g

c fr c fr r p
v

r

 




   
   

 
 (4.8) 

0rgv   (4.9) 

ここで、 ( )p r は半径 r における気圧、 Cp は中心気圧、 p は中心気圧低下量、 mR は最大旋衡風速半径、r は台風

中心からの距離を示す。 gv は傾度風の円周方向成分、 rgv は傾度風の半径方向成分、c は台風移動速度の周方向成

分、 f はコリオリパラメータ、  は密度です。 

図‐ 4.4 には台風モデルにより推定した 1 万年間の個々の台風の 10 分平均風速の時系列データより、１年毎に年

最大風速を抽出して年最大風速の非超過確率分布を算定し、観測値とともにプロットしました。推定された年最大風速

は観測値と一致していることから、本手法により推定した台風パラメータが精度よく観測値を再現していることが分

かります。 

 

 

図‐ 4.4 上空風の年最大風速の例 
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4-6. 一様粗度上の風向・風速の算定 

 

本節では、前節で推定した上空風から台風時の強風特性を考慮した平坦地形の一様粗度上の風向・風速を算定す

る手法について述べます。 

一様粗度上の風向・風速の算定は石原ら 2)により提案された強風の鉛直分布特性により算定しました。台風時の

大気境界層内の風速分布  ,T Fu z と風向分布  ,T F z は次式により求めます。 

  2 2

, ( , ) ,
u

T F h g h g g g rgu H t u H z u v v


    (4.10) 

  
1.1

, ( , ) 1.0 0.4 , 0T F h g S h g gH t H z        (4.11) 

 

ここで、 gu と g は傾度風速と風向を表し、台風の移動とともに変化している。 hH はハブ高さ、 gz は傾度風高さ、

u は風速の鉛直分布を表すべき指数、 s は傾度風高さと地表面における風向偏角です。これらのパラメータは地

表面粗度長 0z 、絶対渦度 f、渦度の非一様性を表すパラメータ 修正地表ロスビー数 OR  を用いて以下のように

求めることができます。 

   
2 3

0 0 00.27 0.09log 0.018 log 0.0016 logu z z z       (4.12) 

 
1.45

0.06 log
g

g O

v
z R

f








  (4.13) 

  
1.13

69 100 logS OR  


    (4.14) 

0

g

O

v
R

f z







  (4.15) 

0.5 0.5

2
g g gv v v

f f f
r r r

  



   
      

   
 (4.16) 

0.5 0.5

2
g g gv v v

f f
r r r

  


   
      

   
  (4.17) 
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4-7. 実地形上の風向・風速の算定 

 

本節では、気流解析によって、台風シミュレーションより推定した平坦地形の一様粗度上の風向・風速を実地形上の

風向･風速へと変換する手法について述べます。 

 

風向・風速を変換するための風向偏角と風速比を求めるため、非線形風況予測モデル MASCOT を用いて実地形上の

気流と平坦地形上の気流を解析します。実地形上の気流解析（図‐ 4.5 a））では、建設地周辺の地形および土地利用を

可能な限り詳細に再現し、風向別に 16 風向の解析を行います。この結果、流入風速・風向に対して、対象地点におけ

る風速・風向が求まる。流入風向風速（それぞれ I 、 Iu ）と建設対象地点における風向風速（それぞれ R 、 Ru ）の

差および比を、風向偏差 IRD および風速比 IRC として風向別に求める（式(4.18)(4.19)）。ここで IRD および IRC は、流入

風向 I の関数として示しています。 

( )IR I R IC u u   (4.18) 

( )IR I R ID      (4.19) 

  

図‐ 4.5 実地形上と平坦地形上における気流解析の模式図 

平坦地形上の気流解析（図‐ 4.5 b））についても同様に気流解析を行い、風上側境界における流入風速 Iu と建設

対象地点における風速 Fu の比を風速比 IFC として算出する。平坦地形上の気流解析の際、建設対象地点を解析中心

付近で十分に広い解析領域を設定した場合には対象地点における風速 Fu は流入風向に依存せず一定であるため、

IFC は流入風向 I の関数とはなりません（式(4.20)）。 

平坦地形上の気流解析では建設対象地点における風向 F は、風上側境界における流入風向 I と同じです（式

(4.21)）。 

IF F IC u u  (4.20) 

F I   (4.21) 

式(4.18)および式(4.20)から Iu を消去し変形すると式(4.22)となります。 

( )IR I
R F

IF

C
u u

C


   (4.22) 

また、式(4.21)を式(4.19)(4.22)に代入すると式(4.23)(4.24)を得ます。 

( )IR F
R F

IF

C
u u

C


   (4.23) 

( )R IR F FD     (4.24) 

対象地点

ハブ高さ

,R Ru 

ハブ高さ

,I Iu 

流入地点

a)実地形

対象地点

ハブ高さ

,I Iu 

流入地点

ハブ高さ

,F Fu 

b)平坦地形
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式(4.23)(4.24)は、2 ケースの気流解析により評価した風向偏差（ IRD ）および風速比（ IR IFC C ）を用いれば、

平坦地上における風向風速（それぞれ F 、 Fu ）を、実地形上の風向風速（それぞれ R 、 Ru ）に変換できること

から、風向偏差（ IRD ）と風速比（ IR IFC C ）を式(4.25)(4.26)のように表すことができます。 

( )
( ) IR F

FR F

IF

C
C

C


   (4.25) 

( ) ( )FR F IR FD D   (4.26) 

図‐ 4.6 には本手法により求めた平坦地形上と実地形上における風速比および風向偏角の風向変化図を示しま

す。 
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 a) 風速比 b) 風向偏角 

図‐ 4.6 気流解析からより求めた風速比および風向偏角の風向変化 

また、式(4.25)(4.26)を式(4.23)(4.24)に代入すると式(4.27)(4.28)を得る。 

( )R FR F Fu C u   (4.27) 

( )R FR F FD     (4.28) 

風向偏差（ FRD ）および風速比（ FRC ）は、平坦地上における風向 F （=流入風向 I ）に関して 16 個（16 風

向）の離散的な変数として評価しました。また、台風モデルによって得られた平坦地上の風向風速を、実地形上の

風向風速に変換するには、台風モデルによって得られた風向を 16 風向に分類し、該当する風向の風向偏差（ FRD ）

および風速比（ FRC ）を利用します。 

式(4.27)(4.28)の全ての変数にハブ高さおよび時系列データの関数あることを示す hH および t と、台風を表す添

え字T を付加すると次式のように表すことができます。 

   , , ,, ( ( , )) ,T R h FR T F h T F hu H t C H t u H t  (4.29) 

 , , ,, ( ( , )) ( , )T R h FR T F h T F hH t D H t H t     (4.30) 
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4-8. 台風シミュレーションによる平均風速の地形による割増係数の評価 

 

建築基準法により定められた基準風速 0V が存在する建設対象地点では、設計風速を評価する場合に地形による

平均風速の割増係数を算定する必要があります。本節では台風シミュレーションを利用した地形による平均風速

の割増係数の算定方法ならびに設計風速評価方法について述べます。 

 

（１） 台風の風向特性を考慮した地形による平均風速の割増係数の算定 

建築基準法により定められた基準風速 0V を用いて設計風速を評価する場合には、地形による平均風速の割増係

数を算定する必要があります。従来の気流解析による地形効果のみを考慮する方法は、風向別の地形による平均

風速の割増係数の最大値を設計に用いる割増係数として用います。この方法は強風の風向特性との関係を考慮し

ていないため、本項で述べる強風の風向特性を考慮する手法と比較して常に安全側の評価となり、時に過大評価

となる問題があります。強風の出現頻度は風向によって異なるため、風向別の地形による平均風速の割増係数の

最大値を設計に用いることは必ずしも合理的ではありません。 

これらの問題を解決するため、菊池・石原 3)によって提案された地形による平均風速の割増係数算定手法を用

います。 

 

図‐ 4.7 には台風シミュレーションより求めた風車建設地点におけるハブ高さでの平坦地形上（点線）および

実地形上（実線）の年最大風速の非超過確率分布を示します。 

地形による平均風速の割増係数 ( )tV hE H は実地形上における 50 年再現期待値 50 ( )hU H と平坦地形上における

50 年再現期待値 50 ( )F hU H の比として式(4.31)により求めることができます。なお、地形による平均風速の割増

係数は 1 以下の場合に 1 とします。 

50 50( ) max ( ) ( ),1.0tV d h F hE U H U H      (4.31) 

ここで、 d は 50 ( )hU H に対応する風向である。また、地形による変動風速の補正係数は式(4.32)により求めま

す。 

50 50( ) ( ) ( )ts d h F hE H H    (4.32) 

 

50 ( )hH は照査対象風向 d における実地形上の風車ハブ高さの風方向の変動風速の標準偏差、 50 ( )F hH は平

坦地形上の風車ハブ高さにおける風方向の変動風速の標準偏差です。 

さらに、地形による乱れ強度の補正係数 ( )tI dE  は地形による変動風速の補正係数 ( )tS dE  と地形による平均風

速の割増係数 ( )tV dE  の比として式(4.33)により求めます。なお、地形による乱れ強度の補正係数 ( )tI dE  は 1 以

下の場合に 1 とします。 

 ( ) max ( ) ( ) ,1.0tI d tS d tV dE E E    (4.33) 

照査対象風向 d は再現期待値±0.5m/s の風速範囲における平均風向を求め、照査対象風向とします 5)。 
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図‐ 4.7 平坦地形と実地形上の台風による年最大風速の非超過確率分布の例 

（２） 設計風速の評価 

ハブ高さにおける地形による平均風速の割増係数 ( )tV hE H と平坦とみなせる地点における平均風速の高度補正

係数 pVE を基準風速 0V に乗じて、建設対象地点のハブ高さにおける設計風速 hU を式(4.35)により求めます。 

0( )h tV d pVU E E V    (4.35) 

ここで、平坦とみなせる地点における平均風速の高度補正係数 pVE は式(4.36)により求めます。 
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ここで、 hH はハブ高さ(m)であり、 bZ 、 GZ 、 は風速の鉛直分布を示すパラメータです。 

 

 

（３） 乱れ強度の評価 

ハブ高さにおける乱れ強度の風方向成分 1hI の評価は、平坦とみなせる地点におけるハブ高さでの乱れ強度 pI

に地形による乱れ強度の補正係数 ( )tI dE  を乗じたものとし、式(4.37)により求めます。 

1 ( )h tI d pI E I   (4.37) 

平坦とみなせる地点におけるハブ高さでの乱れ強度 pI は式(4.38)により求めます。 
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ここで、 hH はハブ高さ(m)であり、 bZ 、 GZ 、 は風速の鉛直分布を示すパラメータです。 
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第5章 Data Format（データフォーマット） 

 

本章では、MASCOT Offshore におけるデータフォーマットについて説明します。 

 

 

第 5章 Data Format（データフォーマット） ................................................................................................................5-1 

5-1. MASCOT Offshoreファイルフォーマット ..........................................................................................................5-2 

5-1-1. 台風データベース（y[TYID].txt） ...............................................................................................................5-2 

5-1-2. 最接近台風パラメータファイル（y2out[SID]） ...........................................................................................5-3 

5-1-3. 分布関数および相関係数算定用の最接近台風パラメータファイル（correl[SID]＊） .................................5-4 

5-1-4. 仮想台風における台風パラメータファイル（dprm[SID].txt） ....................................................................5-5 

5-1-5. 年別最大風速ファイル（[CaseName]_result_ymxV.txt） ...........................................................................5-6 
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5-1. MASCOT Offshoreファイルフォーマット 

 

本節では、Mascot Offshore で扱うファイルのフォーマットについて解説します。 

 

台風データベース（y[TYID].txt） 

台風毎の台風パラメータ時系列ファイルです。図- 5.1には台風データベースファイルの例を示し、表- 5.1には記述されている変

数の一覧を示します。 

 

図- 5.1 y[TYID]の例 

表- 5.1 y[TYID]に記述される変数の一覧 

行番号 列番号 変数名 説明 型 

1 1 YY 台風発生年の西暦下 2桁 整数 

 2 ID 台風番号 整数 

 3 N データ数 整数 

 4 SM 台風発生月 整数 

 5 SD 台風発生日 整数 

 6 SH 台風発生時間 整数 

 7 EM 台風消滅月 整数 

 8 ED 台風消滅日 整数 

 9 EH 台風消滅時間 整数 

2 1 MM 月 整数 

 2 DD 日 整数 

 3 HH 時間 実数 

 4 CN 緯度(度，N:+,S:－) 実数 

 5 CE 経度(度，E:+,W:－) 実数 

 6 PC 中心気圧(hPa) 実数 

 7 DP 中心気圧低下量(hPa) 実数 

 8 RM 最大旋衡風速半径(Km) 実数 

 9 C 最接近時進行速度(m/s) 実数 

 10 DIR 最接近時進行方向(度，3時から反時計回りの角度) 実数 
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最接近台風パラメータファイル（y2out[SID]） 

 

台風データベースから抽出した最接近時における台風パラメータファイルです。図- 5.2には最接近台風パラメータ

ファイルの例を示し、表- 5.2には記述されている変数の一覧を示します。 

 

 

図- 5.2  y2out[SID]の例 

 

表- 5.2 y2out[SID]に記述される変数の一覧 

行番号 列番号 変数名 説明 型 

1 1～15  2行目以降に記述される変数の説明 文字 

 16 im 
Rm と drmの両方がエラーフラグではない台風数。両変数のエラーフラグ
はそれぞれ、[-1.0]と[-100.000] 

整数 

2 1 yyid 台風番号 整数 

 2 mm 最接近月 整数 

 3 dd 最接近日 実数 

 4 hh 最接近時(hour) 実数 

 5 cn 緯度(N:+,S:－) 実数 

 6 ce 経度(E:+,W:－) 実数 

 7 pc 最接近時中心気圧 実数 

 8 dp 最接近時中心気圧低下量 実数 

 9 rm 最接近時最大旋衡風速半径 実数 

 10 cc 最接近時進行速度 実数 

 11 dir 最接近時進行方向 実数 

 12 dx_min 最接近距離 実数 

 13 ddp 最接近時前後 6時間の dp差チェック(1hPa以上はエラー[-100.0]) 実数 

 14 drm 最接近時前後 6時間の rm差チェック(1km以上はエラー[-100.0]) 実数 

 15 dcc 最接近時前後 6時間の cc差チェック(1m/s以上はエラー[-100.0]) 実数 

 16 N 台風数 整数 
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分布関数および相関係数算定用の最接近台風パラメータファイル（correl[SID]＊） 

 

前出の最接近パラメータファイル（y2out[SID]）から台風パラメータを同定できた台風のみを抽出したファイルです。図- 5.3には

分布関数および相関係数算定用の最接近台風パラメータファイルの例を示し、表- 5.3には記述されている変数の一覧を示し

ます。 

 

 

図- 5.3 correl[SID].txtの例 

 

表- 5.3  correl[SID].txtに記述される変数の一覧 

行番号 列番号 変数名 説明 型 

1 1～5  2行目以降に記述される変数の説明 文字 

2 1 dp 最接近パラメータ：log(dp) (hPa) 実数 

 2 rm 最接近パラメータ：log(rm) (km) 実数 

 3 cc 最接近パラメータ：log(cc) (m/s) 実数 

 4 dir 最接近パラメータ：dir (度) 実数 

 5 dmin 最接近パラメータ：dmin (km) 実数 

3～ 1～5 (dp,rm,cc,dir,dmin) 以降，台風判定された台風数分記述 実数 
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仮想台風における台風パラメータファイル（dprm[SID].txt） 

 

最接近時の台風パラメータの確率分布に従い、モンテカルロシミュレーションにより人工的に発生させた台風パラメ

ーラファイルです。図- 5.4には仮想台風における台風パラメータファイルの例を示し、表- 5.4には記述されている変数の一覧を

示します。 

 

 

図- 5.4 dprma[SID].txtの例 

 

表- 5.4  dprma[SID].txtに記述される変数の一覧 

行番号 列番号 変数名 説明 型 

1 1 dp 最接近パラメータ：log(dp) (hPa) 実数 

 2 rm 最接近パラメータ：log(rm) (km) 実数 

 3 cc 最接近パラメータ：log(cc) (m/s) 実数 

 4 dir 最接近パラメータ：dir/100 (度) 実数 

 5 dmin 最接近パラメータ：dmin/400 (km) 実数 

2～ 1～5 (dp,rm,cc,dir,dmin) 以降，人工的に発生した擬似台風数分記述 実数 
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年別最大風速ファイル（[CaseName]_result_ymxV.txt） 

 

台風モデルにより算定した風速の時系列より抽出した年最大の上空風および地上風データファイルです。図- 5.5には年

最大風速ファイルの例を示し、表- 5.5には記述されている変数の一覧を示します。 

 

 

図- 5.5 年別最大風速ファイルの例 

 

表- 5.5 年別最大風速ファイルに記述される変数の一覧 

行番号 列番号 変数名 説明 型 

1 1～13  2行目以降に記述される変数の説明 文字 

2 1 ymxg 傾度風風速(m/s) 実数 

 2 ymxgdir 傾度風風向(度) 実数 

 3 ymxgAve 平均化時間補正後傾度風風速(m/s)[現在の版では ymxg と同値] 実数 

 4 ymxgAve_d 平均化時間補正後傾度風風向(度) [現在の版では ymxg と同値] 実数 

 5 ymx 平坦地形上風速(m/s) 実数 

 6 ymxdir 平坦地形上風向(度) 実数 

 7 ymxAve 平均化時間補正後平坦地形上風速(m/s) 実数 

 8 ymxAvedir 平均化時間補正後平坦地形上風向(度) 実数 

 9 con_ymx 実地形上風速(m/s) 実数 

 10 conymxdir 実地形上風向(度) 実数 

 11 conymxAve 平均化時間補正後実地形上風速(m/s) 実数 

 12 conymxA_d 平均化時間補正後実地形上風向(度) 実数 

 13 Peak 瞬間最大風速[conymxAve×sqrt(Gf)] (m/s) 実数 

3 1～13  以降，2行目と同様に各年の年最大風速に関する変数が記述 --- 
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